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文序

えびの市は、宮崎県の南西端に位置しており、北は標高 700m前後の急峻な

山々の連なる九州山地に、南は標高 1700mの韓国岳をはじめとする霧島山系

に囲まれた、狭長な盆地であります。本市は、鹿児島・熊本県に接 しており、

古 くから、日向・薩摩・月巴後の分岐点として、交通の要所であったことから、様々

な文物が混在 した独特な地域性を呈しております。

また、盆地中央を蛇行 しながら西流する川内川 と、大小 20あ まりの支流の

浸食によって形成された河岸段丘には、数多 くの遺跡が存在 しており、そのほ

とんどが周知の遺跡であることから、埋蔵文化財の保護に金力で取 り組んでい

ます。また、近年の回場整備事業などの開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査の増

加により、市内の遺跡の実態が、徐々に明らかになってきました。

本書は、平成 12・ 13・ 15年度に実施 した、県営経営体育成基盤整備事業東

川北地区に伴う東川北地区遺跡群埋蔵文化財発掘調査の本報告であります。手

仕山遺跡では、大走 り状遺構 と堀切が検出され、中世の出城的機能を有してい

たことが判明しました。古屋敷遺跡では、旧石器時代から近世までの大量の遺

物と、縄文時代以降の遺構が検出され、特に、中世の掘立柱建物跡と土坑が密

集 しています。内牧遺跡では、中世の掘立柱建物跡が多数検出され、そのうち

の 1棟は、柱穴が方形を呈する建物跡で、本市では初の発見であります。彦山

第 5遺跡は、縄文早期の遺物や遺構が検出されました。この遺跡群は、途中断

絶があるものの、長い期間にわたつて存続 し、中世に繁栄したことを窺える貴

重な資料を得ることができました。

本書が学術資料としてだけでなく、生涯学習や学校教育やその他の場で広 く

活用され、埋蔵文化財の保護に対する理解と認識が深まれば幸いです。

なお、調査にあたり、ご指導 。ご助言いただいた諸先生方をはじめ、ご理解・

ご協力いただいた西諸県農林振興局・地元の土地改良・地権者の方々・工事関

係者、ならびに、発掘作業・整理作業に従事 していただいた皆様には、厚 く御

礼申し上げます。

えびの市教育委員会

教育長 上 野 兼 寛

平成 17年 3月



例  言

1.本書は、平成12・ 13・ 15年度に実施した、県営経営体育成基盤整備事業東川北地区に伴う手仕

山遺跡 。古屋敷遺跡・内牧遺跡 。彦山第 5遺跡の発掘調査の本報告であり、東川北地区遺跡群と

総称する。

2.調査はえびの市教育委員会が主体となり、手仕山遺跡は平成12年 5月 10日 から同年11月 9日 ま

で、古屋敷遺跡は平成12年 11月 6日 から平成13年 3月 30日 までと、平成13年 4月 6日 から同年 5

月31日 まで、内牧遺跡は平成13年 5月 31日 から7月 20日 まで、彦山第 5遺跡は平成15年 12月 15日

から平成16年 2月 16日 まで実施した。

3.本報告書作成のための整理作業は平成12～ 16年度に実施した。

4.遺構全体図は、手仕山 。古屋敷・内牧遺跡は有限会社スカイサーベイ九州に委託し、1/50と

1/200を作成し、彦山第 5遺跡は九州航空株式会社に委託作成した。

5.古屋敷・内牧遺跡出土の旧石器については、宮崎県埋蔵文化財センターの藤木聡・松本茂両氏

に助言を頂き、また、実測図を掲載させて頂いた。

6.古屋敷遺跡出上の墨書土器については、宮崎産業経営大学の柴田博子先生に釈読・考察して頂

き、玉稿を賜つた。付篇に掲載させて頂 くと共に、記して御礼申し上げる。

7.出土陶磁器については、佐賀県立九州陶磁文化館の大橋康二副館長および家田淳一氏に鑑定し

て頂いた。

8.墨書土器の赤外線写真の撮影は宮崎県埋蔵文化財センター所有の機器を利用させて頂き、金銅

製の帯金具状遺物のX線写真の撮影は宮崎県埋蔵文化財センター神宮分館において菅付和樹氏に

ご協力頂いた。

9.古屋敷遺跡61号住居の獣骨については、鹿児島大学大学院歯学総合研究科神経病学講座歯科応

用解剖学分野の峯和治助手に現地で実見して頂き、人骨ではないというコメントを頂いている。

10,彦山第 5遺跡西壁の火山灰分析を株式会社古環境研究所に委託し、その成果は付篇に掲載して

いる。

11.出土遺物洗浄後の分類 。選択および石材材質の肉眼観察は中野が担当した。

12.本書の第 7章の執筆は中野が行い、その他の執筆・編集は東が行った。

13.手仕山遺跡・古屋敷遺跡 。内牧遺跡と彦山第 5遺跡は約 lkmも 離れていることから、別々に

総括している。

14.本書各章使用の地形図 (1/5000)の原図は、昭和57年 (1982)作成図であり、写真図版の航

空写真とは若干の違いがある。

15.調査の関連資料および出土遺物はえびの市歴史民俗資料館に保管している。

16.古屋敷遺跡の第200図 は、欠番である。



夕J凡

1.本書掲載の遺構は、SA:竪穴住居・竪穴状遺構、SB:掘立柱建物、SD:溝状遺構、

K:土坑 。土媛墓、SR:道路状遺構、SZ:用途不明 として略している。

2.挿図記載の方位は、国土座標軸の北を示す。

3.遺構番号は、遺跡毎に独立して付けている。

4.遺構実測図は、規模や重要度を考慮して1/10か ら1/100に仕上げている。

5。 出土土器実測図中のスクリーントーンは丹塗りおよび黒色処理を示す。

6.写真図版の個別遺構の平面、土層断面写真に写つているピンポールの長さは、すべて lmであ

る。

7.航空写真の一部は、石灰による表示で誤認のあった遺構は加筆修正しているため、概要報告と

は若干異なる。
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第 1章 はじめに

平成 9年度に県営経営体育成基盤整備事業が東川北地区に計画されたが、当地区は周知の遺跡で

あるため、手仕山・古屋敷 。内牧遣跡は平成10・ 11年度に、県文化課による試掘調査が行われ、土

坑・柱穴・溝などの遺構や遺物が検出された。その結果を受け、西諸県農林振興局・土地改良・市

教育委員会による埋蔵文化財の保護に関する協議を重ね、東川北地区遺跡群内の手仕山・古屋敷・

内牧遺跡の30,000ゴ を平成12～ 13年度にかけて発掘調査することとなった。調査に平行して整理作

業も少しずつ行ったが、平成14。 15年度で継続して本報告を刊行する計画を立てた。ところが、平
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第 1図 追跡の位置 と周辺の遺跡位置図 (1:50,000)
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成14年度、彦山地区を追加工事する計画がもち上がり、県文化課の試掘調査の結果、彦山第 5遺跡

の1,900だ を平成15年度に発掘調査の対象とし、記録保存することとなった。平成15年度も整理作

業を継続し、平成16年度、4遺跡をまとめて本報告することとなった。

第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

えびの市には、中央を東から西へと蛇行しながら流れる川内川の浸食を受けて、河岸段丘が形成

されており、段丘近辺には湧水がみられることが多く、その豊富な水量の恩恵を受けて、段丘上に

は数多くの遺跡が存在 している。
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手仕山・古屋敷・内牧遺跡は、えびの市大字東川北字古屋敷・内牧に所在 し、彦山第 5遺跡は、

大字東川北字彦山に所在する。前 3者は、川内川の右岸、霧島山系を望む南向きの南北にのびる標

高237～257mの緩斜面上に立地する。緩斜面の北東部は急激に立ち上が り、東側は急斜面となって

落ち込んでいくが、西から南にかけての傾斜は緩やかである。西側には川内川の支流である関川が

あり、蛇行 しながら南流 して川内川に合流する。また、緩斜面の中央部やや北寄 りには、東西に長

い標高271m、 周辺の田との比高差が北は13～ 18m、 東は14m、 南は22～ 25m、 西は15～21mを測

る独立丘陵が存在する。その独立丘陵上に手仕山遺跡は位置し、手仕山遺跡の東部から南部にかけ

ての標高246～255mの緩斜面上に古屋敷遺跡、手仕山遺跡の北西約50m、 標高255～257mの緩斜面

上に内牧遺跡は位置する。この 3遺跡から北東へ約 l km、 標高290～ 296m、 氾濫原との比高差60～

66mを測る南向きの斜面上に、彦山第 5遺跡は位置する。

旧石器時代 本市東部の小林市との境であり分水領でもある八幡ヶ丘遺跡で、二次堆積シラスの

上層の茶褐色土層から、安山岩製のナイフ形石器が出上 している (1)。
内牧遺跡に北接する標高282

mの段丘上に立地する妙見遺跡 (消滅)(2)で は、ナイフ形石器14点、台形石器 2点、角錐状石

器 2点、細石刃核 4点、細石刃13点 の計35点が出土 している (2)。 また、当遺跡群から西北西約4.5

km、 標高739mの矢岳山からカルデラ壁へのびる、尾根鞍部から頂部に広がる標高650mに位置する

矢岳第 4遺跡では、黒曜石の原石・石核・細石刃核・細石刃・削器・剥片、ホルンフェルスの二次

加工のある剥片・剥片、サヌカイ ト系・珪質岩 。チヤー トではチャー ト製石鏃のほか剥片類が、縄

文土器 2片 とともに道路壁面からの断面採集、崩落土や壁上にはねあげられた掘削土から採集され

ている (3)。

縄文時代 早期は、小木原遺跡群久見迫 B地区で押型文土器が数点出上 し
(4)、

妙見遺跡では、

集石遺構が14基のほか、塞ノ神・平格 。手向山式などの縄文早期の土器が大量に出土 している (5)。

前期・中期の確実な遺構は検出されていないが、前期の轟式や曽畑式上器が内小野遺跡 (11)で

若千出上 してお り
(6)、

中期は阿高式土器が出土 している。

後期になると、遺跡の数が急激に増加 し、上田代遺跡では円形の竪穴住居10基のほか数万点の上

器片が出上 し
(7)、

また、役所田遺跡では、廃棄土坑のほか晩期前半にかけて 8万点以上の上器片

が出土 している (8)。

弥生時代 前期は、遺構は未発見であるが、桑田遺跡の遺物包含層から甕
(9)、 上田代遺跡で、

壼型土器
(1°

、永田原遺跡で快入柱状片刃石斧
(11)が

出土 している。

中期の遺構 も未発見であるが、遺物 としては、黒髪式上器が広 くみられる。

後期から終末にかけては、二本杉遺跡で日向型間仕切 り住居が多数検出され
(1動

、内小野遺跡

(11)で も若干検出されている。また、草刈田遺跡 (32)で は、方形を基調とする日向型間仕切 り

住居に加え、円形・楕円形 。隅丸方形の竪穴住居 も検出されている (1°
。

古墳時代 弥生時代から継続する遺跡が多 く、内小野遺跡 (11)・ 佐牛野遺跡などの拠点的集落

や中・小規模の集落が確認されている。当遺跡群の周辺では、妙見遺跡 (2)で竪穴住居が41基

-3-
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Ш、野久首遺跡 (8)で 1基 Qめ 、平原遺跡 (3)で埋甕が 1基 Q①
検出されている。また、墳墓

群は多く、地下式横穴墓群が発見されている。本遺跡群の南約 3 kmに は、灰塚地下式横穴墓群が、

南西約 2 kmに は、島内地下式横穴墓群があるが、それを造営した集団の集落は確定できていない。

古代 8～ 9世紀前半の遺構は発見されていないが、 9世紀後半以降は、遺跡数は急激に増加

し、低位から高位段丘面上に何らかの痕跡を残 している。

中世 古代から継続する集落遺跡が多く存在しており、遺構 。遺物は豊富である。また、丘陵突

端部には点々と山城が築かれる。本遺跡群の西側の南北に舌状にのびる丘陵の先端部には徳満城

(6)が、南東1.2kmに は園田城 (42)(消 滅)がある。また、本遺跡群の北東へ約800mの ところに

は、県指定文化財の彦山の板碑
Qの があり、正中2(1325)年、密教僧宝光が、恩師である家古襲

来の祈祷僧として活躍 した覚然律師の33回忌供養のため建立したものである。付近には彦山寺
Q働

があつたとされる。

註
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(3)藤木聡「宮崎県えびの盆地の旧石器」『九州旧石器』第7号 九州旧石器文化研究会 2003

(4)え びの市教育委員会 開 木ヽ原遺跡群、原田・上江遺跡群』 1996 所収

(5)前出(2)文献所収

(6)えびの市教育委員会 『内小野遺跡』 2000 所収
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第 3章 手仕山遺跡

第 1節 はじめに

手仕山遺跡は、えびの市大宇東川北字古屋敷・天神元に所在 し、標高271mの東西の長さ約166

m、 東半分の南北の長さが約122m、 西半分は約63mと 東側が広 く、西へすぼまってい く独立丘陵

上に立地する。周辺の水田との比高差は、北は13～ 18m、 東は14m、 南は22～25m、 西は15～21m

を淑1る 。調査は、丘陵のほぼ中央の標高271mの頂部から西へ約60m、 北東へ約50m、 幅約12～ 28

mで広がる緩斜面および平坦面を西から I～Ⅵ区に分け、重機で表土からШ層までを剥いで、Ⅳ層

から作業員を投入 し、平成12年 5月 10日 から同年11月 9日 まで実施 した。

第 1図 字境図 (1:5,000)

-5-



県文化課の試掘調査の結果を受け、調査当初は縄文時代の集落遺跡と思っていたが、調査中に堀

切と犬走 り状遺構が検出された。その結果、中世には山城になったことが判明し、耕地課に提供さ

れた 1/1000地形図を使用 して説明する。

丘陵頂部平坦部は、切岸によって西部 。中央部・北東部と3つの曲輪に分かれてお り、中央部が

1段高 くなっている。西部は標高266mラ インを西端 として東へ約40m、 幅12～ 15mで広が り標高

は266～270mを 測る。中央部は東西約43m、 南北幅16～28m、 標高は270～271mを 測る。北東部は

長さ約26m、 幅21～25mで台形を呈 してお り、標高は、265～269mを 測る。

また、丘陵の南東斜面の標高256～260m付近には 3つ の曲輪が存在 している。北側は標高256～

260m、 長 さ30m、 幅10～ 14m、 中央部は標高256～260m、 長 さ12m、 幅15m、 南部は標高256～

259m、 長さ10m、 幅10mである。

また、北側では、丘陵の北に突出した部分の西斜面の裾端は、隣接する水田よりも約 lm低い部

第2図 手仕山城 縄張 り図及び地区割図

-6-
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0

第 4図  Ⅱ～Ⅳ区層序実沢1図
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b.暗褐色十灰色粗砂質土十白色粘土

c.暗褐色十灰色粗粘質土

Ⅳ a.暗褐色粗砂質土

b.アカホヤ火山灰
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0            2m

L

第 5図 V・ Ⅵ区層序実測図
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分があり、 さらにそ

の西側には、丘陵裾

部に隣接・並行する

形で、周辺の水田よ

り約 lm低い、幅10

m、 長さ35mの 田が

みられる。それらを

考慮すると、北側に

は、深さは不明であ

るが、幅10mで、裾

部に沿つた形で堀が

あったと思われる。

第2節 基本的層序

層序は、上から、

I層 :表上、Ⅱ層 :

灰褐色細砂質土、Ⅲ

層 :黒褐色細砂質土

(中 世 )、 Ⅳ層 :ア

カホヤ火山灰層、V

層 :黒色粘質土 (縄

１

２

３

４

淡赤褐色粗粘質土+小礫
黒褐色細粘質土十土器
茶褐色粗粘質土

白色十褐色細粘質土

26700m

文時代早期)、 Ⅵ 坐__甲 5.茶色+黒褐色粗粘質土十礫十土器 石器
α 木の根 カクラン

層 :淡掲色 白色粘 第 6図  SX-01実沢1図

質土に分別した。Ⅳ層は、 a:暗掲色微細砂質土 (古墳時代)、 b:責褐色微細砂質土 (ア カホヤ

火山灰)に分けられる。 I～Ⅲ、Ⅳ区北側、Ⅵ区西部は開墾などによる削平で土層の削失が著 し

いが、Ⅳ区南部、V区、Ⅵ区東部は比較的残 りがよく、V層 はⅣ～Ⅵ区で30～80cm堆積しており、

縄文時代早期の遺物を含む。

第 3節 遺構と遺物

Ⅳb層上面とⅥ層上面で遺構検出を行った。Ⅳb層上面では遺構は検出されなかったが、Ⅵ層上

面で柱穴が数十個と、Ⅱ区の西端から約 5mの ところに南北に通る堀切と、Ⅵ区平坦面西部傾斜変

換線部分に犬走り状遺構を検出したのみである。柱穴は斜面部に若干遺存するが、建物復元は困難

である。

南東斜面の平坦面は試掘をした結果、遺構・遺物は発見されなかったため、面的調査をしていな

-13-
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く、Ⅲ層 とⅥ層とで造成 している。標高は約264～ 265mで、幅 lm、 長さ約14mを 測る。出土遺物

は皆無である。

出土遺物

Ⅳ a・ V層 の遺物包含層の掘 り下げを行い、調査区の西半分は、開墾による削平が著 しく、遺物

の出土量は少なかった。中央から東側にかけてはⅣ a・ V層 の残 りがよく、縄文早期の土器が大量

に出土 している。

縄文土器は大量に出土 しているが、早期のものがほとんどで、中期から晩期のものは少ない。ま

た、破片ばか りで、接合するものは少ない。

1～ 14は無文土器である。

15～ 17は押型文土器で、楕円押型文を施 している。

18～ 123は 手向山式土器である。18～ 31は、口縁部から胴部屈曲部にかけてミミズばれ文を施す

ものである。32～ 109は 、口縁部か ら胴部にかけて山形押型文を施す もので、外器面は、文様を縦

方向に施すものが多 く、横や斜め方向に施すものもみられる。口縁部内器面に山形押型文を横方向

に施すものもみられる。115～ 1221ま 同心円文の押型文を施すものである。

124～285は平棒式土器である。口縁部から顎部の文様は、主に連点文 と沈線文によつて構成され
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ているものが多 く、また、口縁端部や顎部 くびれ部に数条の刻 目突帯文を巡らす もの もみられる。

口唇部に連点文を施すものもみられる。

286～367は 塞ノ神式土器である。外器面は、ヘラ描きによる条線で縦・横・斜めや交差などの幾

何学的な文様が施されている。口唇部に違点文を施すものもみられる。

368～413は縄文早期の土器であるが、判別の困難なものである。

414～446は 底部で、平底が多 く、上げ底や上げ底気味のものもみられる。

447～ 464は縄文中期から晩期の土器で、阿高・市来 。三万田式などがみられる。

弥生土器は、壺の口縁部と鉢が計 3点、土師器は、甕の口縁部と高イの口縁部、婉の底部が計 7

点出上 しているだけである。また、布痕土器の口縁部、円盤土製品が出土 している。

この他、撹乱層から鉄製の鋤先が 1点 と寛永通宝が 1点出土 している。

石器は、石鏃が多 く出土 しており、その中には未製品もみられる。また、石匙も製品 。未製品が

みられる。そのほか、袂入石器、異形石器、剥片、2次加工のある剥片、大型剥片、スクレイパー、

刃器、石斧、凹石、磨石、砥石、台石が出土 している。また、凝灰質砂岩製の垂飾品が 1点出土 し

ている。

第 4節 小結

独立丘陵上に立地する手仕山遺跡は、丘陵頂部平坦面の西から中央部北側、北東部の西半分は開

墾などによる削失が著 しく、また、中央部南側か ら東部、北東部東側は、比較的残 りがよかつた

が、ほとんど遺構は検出されなかった。

縄文時代は、中央南側から北東部東半分では遺物包含層であるⅣ a・ V層 の残 りが よく、縄文早

期の土器が多 く出土 しているが、遺構は検出されなかった。土器の型式からすると比較的長い期間

の生活活動が行われていたと思われるが、集石遺構などの遺構が皆無であり、削平 された部分に遺

構があった可能性はあるが、キャンプ地的な性格のものであったと思われる。

弥生時代から古代にかけての遺構は遺存せず、出土遺物 も極端に少なくなり、隔絶 している時期

である。

中世は、堀切や犬走 り状遺構等で構成される山城となるが、その他の遺構は後世に削失 したと推

定され、また、時期を特定できる遺物 も出土 していない。 しか し、本遺跡の南東500mの ところに

徳満城があることを考慮すると、出城的機能を有 していたと思われる。
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表 1 出土遺物観察表 (1) 縄文土器

出土地 種 類 器 種
法  量 調   整

胎 土 焼 成
色  調

備 考
回径 底径 器 高 外 面 内面 外面 内面

1

2

3

4

5

6

8

9

14

15

16

V

19

第8図
32

49

51

52

狂区 S雅 01

■区 S雅 01

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 S雅 01

Ⅳ区 V層

I区 Ⅲb層

Ⅱ区 Hb層

工区 S雅 01

1tt S雅01

Ⅷ区 V層

Ⅱ区 Ⅲ～v層

Ⅶ区 Ⅳ層

Itt Sヱ Ol

工区 S雅 01

Ⅳ区 Ⅵ唇

Ⅱ区 Ⅵ層

工区 S雅 01

1tt S雅01

1tt S雅 01

工区 Ⅲb層

工区 S雅 01

Ⅵ区 Ⅳ層

Itt S雅 01

Ⅳ区 Ⅲも層

Itt S准01

Ⅳ区 Ⅵ唇

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

工区 Ⅲb層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅵ唇

lll区 Ⅳ層

I区 Ⅵ層

Ⅳ区 Ⅵ冒

Itt S雅01

こ区 S雅 01

■区 S雅 01

工区 Ⅲ―v層

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅲb層

Ⅵ区 V層

Ⅵ区 ■～Ⅳ層

Ⅳ区 V層

I区 Ⅲb層

Ⅵ区 Ⅲ層

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 V層

工区 Ⅲ～V層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文上器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文上器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

然

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

明
　
　
・
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一

粗工野 デ

エ,新デ

粗工具ナデ

ハケ状工呉チデ

ナデ

エ呉ナデ

ナデ

エ具チデ

エ呉チデ～
ケズリ状

ナデ

デ

　

デ

　

デ

ナ

　

ナ

　

ナ

工具ナデ

ナデ

ー デ

ナデ

エ具ナデ～ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ?

ナデ

ナデ?

ナデ

ナデ

ゆ デ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

工財 デ

エ野 デ
(半ミガ∋

工財 デ

ハケ状工呉チデ

ナデーナデ消し

工具ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

半ミガキ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

丁寧工呉ナデ

ナデ

丁寧ナデ

I具ナデー都粗ヤ

ナデ消し

半ミガキ

ナfミ 具ナデ

ナデ→粗ミガキ

ナデ

エ財 デ

ナデーミガキ

ナデ

ナデ

⇒ デ

丁寧ナデ

ナデ

ナデ

エ,勅デ

ナデ

ミガキ

ミガキ

エ野 デ

粗ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ野 デ

微細砂少量

良

細砂
細白色粒を含も

良

粗細砂やや多ラ

砂を多く含む

砂 黒雲母を含
む

粗細砂やや多ラ

細砂を含む

微砂少量

粗細砂少量

良

粗細砂少量

砂を多く含む

微細砂やや多�

細砂を含む

良

砂 白色粒を多く
含む

砂を多く含む

石英微細粒多
量

粗細砂少畳

微細砂微量

粗細砂
角閃石少量

微細砂やや多�.

微砂
角閃石少量

黒雲母を多く含
む

良

砂黒雲母を含も

粗細砂少量

砂を含む

自色粒を含む

細砂を含む

微細砂少量

砂を含む

砂を多く含む

粗細砂少量

細砂微量

粗細砂少量

微砂少量

微細砂
角閃石微量

良

微砂多量

任細砂やや多い

微細砂少量

喋
評

然

微細砂を含む

微細砂少量

2～ 8Hun茶 褐色
粒多量

砂 自色粒を多く
含む

白色粒金雲母
を多く含む

礎 雲母を多く
含む

粗細砂少量

ややあまい

ややあまい

やや不良

良

良

やや良

やや良

良

やや不良

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

不良

良

やや不良

ややあまい

やや不良

やや不良

ややあまい

良

良

ややあまい

あまい

良

やや良

ややあまい

やや不良

良

やや良

やや良

やや不良

良

やや良

やや不良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

あまい

ややあまい

あまい

ややあまい

ややあまい

やや良

やや良

ややあまい

あまい

やや農

やや良

やや不良

良

淡灰自

茶褐～茶灰

暗褐～茶褐

暗茶褐

淡橙黄

茶褐

にぶい褐

暗茶掲～茶灰

淡灰茶

淡黄褐～淡責灰

淡黒灰

淡橙黄～淡黄

茶橙

黒褐～黒茶褐

淡橙掲～淡黄褐

褐～責褐

淡橙黄

淡褐

褐

暗茶褐～暗褐灰

淡橙褐

淡褐

黄灰～灰褐

暗橙灰～暗橙褐

暗茶掲

暗黄褐

茶灰～暗茶灰

淡茶褐

茶灰～褐

黄褐

淡褐～淡白褐

茶褐～暗茶褐

黄褐～暗茶灰

暗褐～黒褐

淡褐～暗掲

暗茶褐～淡黒褐

淡褐

茶灰

淡橙～栓

茶褐～暗茶褐

淡橙褐

茶掲～淡黒褐

暗灰褐～灰褐

淡黄褐

褐～淡茶褐
～暗秦褐

暗帽～暗灰掲

茶灰

茶褐～暗茶褐

暗茶褐～黒褐

暗褐

褐～茶褐
～暗茶掲

淡黄灰～淡灰褐

淡灰褐

暗灰～淡黒灰

暗茶褐

黄褐

淡黄～淡灰黄

暗茶褐～茶褐

にぶい灰褐
～にぶい橙

淡橙～暗褐

淡灰茶

淡灰褐～黄褐

淡掲

淡灰～淡桃褐

灰～暗灰褐

淡茶灰

褐～淡茶褐

暗褐灰

淡褐～淡茶褐

茶～暗茶褐

淡黄褐～淡灰褐

淡黄褐

暗茶褐～茶褐

灰褐～暗灰褐

淡茶褐～淡橙褐

淡黄褐

淡褐

茶褐

茶灰～褐

暗黄褐

イ完黄～暗黄褐

褐～黄褐

暗茶褐～暗茶灰

淡灰褐～淡黄褐

淡褐～暗茶褐

淡黄～淡灰褐

淡黄褐

橙褐

淡黄灰

暗茶褐～暗灰褐

暗茶褐～淡黒褐

暗茶褐～黄褐

暗茶灰～淡黄灰

淡灰

橙～灰褐～

褐～暗茶褐

褐～暗褐
～淡茶褐

暗茶褐

暗茶灰～淡黄灰

淡灰褐～淡黄褐

茶褐

淡黄褐～淡茶褐

黄褐～淡橙黄

両面 :マメツ

両面 :マメッ

タト面:マメッ

両面:マメツ

71面 :マメツ
可面:器面剥離

勺面 iマメツ

陵熱

両面 :マメツ

両面 :マメツ

面面 :マメツ

五面 :マメツ

手向山式

子向山式両面 i

マメス器面剥離

面面 :マメツ

本面 iマメツ

■向山式
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表 2 出土遺物観察表 (2) 縄文土器

No 出土地 種 類 器 種
法   量 調   整

胎 土 焼 成

色  調
備考

口径 底径 器 高 外 面 内面 外 面 内面
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I区 Ⅲblg

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 V層

I区 Ⅵ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅱ区 Ⅵ層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 V層

Ⅱ区 Ⅲb層

I区 Ⅲb層

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

I区 Ⅵ層

Ⅵ区 Ⅱ～副冒

Ⅶ区 V層

I区 Ⅱ～Ⅵ層

I区 Ⅵ層

Ⅶ区 V層

工区 S雅02

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

工区 S雅02

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

工区 S雅 02

Ⅵ区 ミ尾

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 hII

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 Ⅲb層

I区 Ⅲb層

Ⅵ区 Ⅳ層

Itt S雅01

Ⅵ区 V層

工区 SttOl

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅱ区 S雅 01

1区 ゴヒ斜面

Ⅵ区 V層

工区 Ⅲb層

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅱ区 S雅02

Ⅶ区 V層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉾

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

粗ナデ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ消し

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ封 デ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ呉ナデ
(半ミガお

条痕

ナデ

ナデ

ナデ

エ呉ナデ

ナデ消し

デ

　

デ

ナ

　

ナ

ガ

・
ガ
ガ

・
ガ
ガ
ガ
ガ

工野 デ

ナデ

丁寧

"デ
ナデ～ミオキ

ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

エ射 デ

ナデ

ナデ→ミガキ

ナデ

ナデ→ミガキ

ナデ

ナデーミガキ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ

ナデ

ナデ消し

ナデ

粗ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ→ミガキ

ー デ

費 デ

丁寧ナデ～ナデ

エ具ナデ

ナデ

呻 デ

ナデ消し

工財 デ

エ野 デ

労 デ

瞬 デ

エ具ナデ

ナデ→ナデ消し

ガ

・

砂 自色粒を含
む

粗細砂少量

砂白色粒金雲
母を多く含む

微細砂を含む

砂芭色粒を多く
含む

細砂黒雲母を含
む

細砂黒雲母を
含む

砂 金雲母を含
む

砂 金雲母を多く
含む

微細砂少量

砂を多く含む

砂 黒雲母を含
む

良

やや不良

やや良

良

やや不良

ややあまい

やや良

やや不良

やや良

やや良

ややあまい

やや良

良

やや不良

良

やや良

やや良

やや良

やや良

租

良

やや不良

やや不良

やや良

やや良

やや不良

やや良

やや良

やや良

不ミ

やや不良

やや良

やや良

やや良

やや良

やや良

ややあまい

良好

やや不良

やや不良

やや不良

ややあまい

やや良

やや良

やや良

良

良

やや不良

良

良

ややあまい

やや良

暗灰褐～
にぶい褐

褐

嗜黄褐～暗茶褐

淡茶褐

淡茶褐～淡灰褐

茶褐～暗褐

灰褐

暗掲～暗灰褐

暗茶褐～淡茶褐

橙～暗褐

暗茶褐～茶褐

灰褐～褐

淡灰黄褐～

暗灰黄掲

炎黄褐～暗茶褐ヽ

淡灰褐

暗黄褐

淡褐～暗褐
～淡黒褐

茶褐～暗茶褐

褐～淡茶褐

暗茶褐～灰褐

にぶい茶褐

淡暗褐

暗褐

淡茶褐

淡橙黄～黄褐

暗責褐～暗茶褐
～里茶褐

淡黄褐～褐

暗褐～暗茶褐

黄掲ヽ橙褐

淡黄褐～

淡灰黄褐

ヱ完黄

暗褐

淡黄～淡黄灰

淡掲

にぶい茶掲

黄褐

灰褐～淡黄褐

淡黒褐～黄褐

暗褐

淡橙黄

茶褐

淡黄褐
～淡灰黄褐

暗褐～茶褐

暗褐～黒茶褐

茶褐～暗茶褐

暗掲～灰黄褐

淡褐～淡黄褐

暗黄褐

黄褐～灰黄褐

淡褐～淡灰掲

旨灰褐～暗褐～軍
褐

淡茶灰

にぶい橙■茶

灰褐～淡黄褐

にぶい褐

淡黄褐～黒茶褐

淡灰褐

淡茶褐～褐～淡
灰褐

茶褐

淡黄褐

灰褐～暗灰褐

淡黄褐～暗掲

淡褐

黄褐

黄褐～淡灰褐

淡灰掲

暗灰黄褐～暗茶
褐

暗黄褐

淡掲～淡黒褐

茶褐

掲～淡褐

暗褐

にぶい橙

褐～淡暗褐

暗灰黄褐

淡黄褐

淡黄褐～淡黒灰

淡茶褐～黒茶褐

淡黄褐～褐

淡黄褐～淡茶褐

淡橙責

淡灰黄褐

灰褐

暗褐

淡黄

灰褐～淡橙灰

淡灰黄褐

黒灰

暗灰～淡灰

黄褐～淡灰褐

暗褐

内面 :マメツ

手向山式

手向山式

内面 :マメツ

手向山式
内面 :マメツ

外面 :マメツ

内面 :マメツ

手向山式
外面 :マメツ

手向山式
両面 :マメツ

手向山式
内面 :マメツ

両面 :マメツ

手向山式
内面 :マメツ
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表 3 出土遺物観察表 (3) 縄文土器

No 出土地 種 類 器 種
法  量 調   整

胎 土 焼 成
色 調

備 考
口径 底径 器高 外面 内面 外 面 内面

105

106

107

108

109

lЮ

lll

l12

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

第■図
124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅱ区 Ⅲb層

Ⅳ区 V層

工区 Ⅲ～V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅲ区 卜 Ⅱ層

Ⅳ区 Ⅳ層

I区 Ⅵ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 v層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Itt S雅01M層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

I区 Ⅵ層

Ⅳ区 Ⅲb層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

工区 S雅 01

■区 Ⅲ～V層

工区 SX02

工区 SttOl

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 H騒

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 M冒

Ⅶ区 Ⅵ唇

■区 Ⅵ層

工区 S雅02

Ⅶ区 V層

工区 Ⅵ層

Itt S雅01

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅱ区 SttOl

ltt S雅02

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深
/11

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

条痕～ナデ

条痕

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ呉ナデ

エ具ナデ

ナデP

条痕 ?

工矛 デ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

粗ゆ デ

ナデ

ナデ→ミガキ

ナデ

ナデ

I具ナデ

条痕

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

丁寧ナデ

粗

"デ
ナデ

丁寧呻 デ

ナデ→ミガキ

ナデ

ナデ

条痕～ナデ

ナデ

ナデ～ナデ消し

ナデ

ナデーナデ消し

ナデ

ナデ消し

工封 デ

ナデ

エ野 デ

ナデ

ナデ

エ呉ナデ

エ針 デ

ナデ

ナデ消し

工具ナデ

エ具ナデ

ナデ消し

丁寧工環ナデ

丁寧ナデ

ナデ

丁寧ナデ

ミガキ

ナデ→ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ財 デ

丁寧ナデ

ナデ消し

ナデ

ナデ

ミガキ

ナデーミガキ

ミガキ

ナデ消し

工具ナデ

櫂
細砂微量

細砂を含む

砂 黒雲母を含
む

砂 赤色粒を合
む

砂黒雲母を含も

微細砂少量

細砂 白色粒を参
く含む

砂具雲母を合も

微細砂自色粒
を含む

細砂を含む

砂を多く含む

細砂 黒雲母を
含む

微細砂多畳角
閃石少量

砂 黒雲母を含
む

粗細砂微量

砂黒雲母を含も

砂 金
§懲

を多く

細砂多量

微細砂やや多い
雲母微量

粗細砂少量

砂を含む

細砂を含む

微細砂少量

微細砂少量

微細砂を含む

粗細砂少量

微細砂やや多い

微細砂少量

微砂微量

砂多く含む

細砂を含む

砂 白色粒を含
む

細砂少量

細砂 黒雲母を
含む

微砂石英多量

粗細砂少量

砂色
是鍵声多

く

砂を多く含む

微細石英多量

微細砂を含む

微細砂少量

敦細自色粒を含
む

lB砂黒雲母を含
む

細砂抹白色粒
を含む

やや良

良

良

ややあまい

やや良

やや不良

やや良

やや不良

良

やや不良

不良

良

やや良

不良

やや良

ややあまい

やや良

あまい

やや不良

やや良

ややあまい

良

ややあまい

やや良

やや良

あまい

良

やや良

ややあまい

ややあまい

あまい

ややあまい

やや良

やや不良

やや良

ややあまい

やや良

あまい

ややあまい

不良

不良

あまい

やや良

ややあまい

やや良

やや良

やや良

不良

やや良

やや良

良

ややあまい

淡黄褐～淡灰

淡黄～灰

淡橙褐

淡茶褐

灰褐～淡褐

淡黄褐～黄褐

にぶい褐～決挑

淡褐～淡黄褐

橙褐

にぶい淡黄掲

淡茶褐～暗褐

黄褐～灰褐

にぶい黄褐
～茶灰褐

褐～茶褐

淡灰黄褐

橙褐

褐～暗褐

暗灰褐～暗茶

褐～暗掲

暗茶褐

茶橙

茶褐～茶灰

茶褐

にぶい褐

淡黄褐

淡茶揖黒斑

暗灰

暗灰黄褐

暗灰褐～暗茶

淡橙茶～茶灰

暗茶褐

灰褐～淡灰掲

暗褐

暗赤褐

灰褐～灰黒褐

暗灰褐

暗褐

暗茶灰

淡茶褐～暗茶灰

暗茶褐

暗褐～淡黒褐

暗茶掲

淡灰～淡黄褐

暗灰褐

灰～にぶい褐

褐～茶

暗褐～茶掲

灰褐

灰褐

灰褐～褐

黒掲～茶橙

暗灰黄褐

灰褐～淡褐

淡黄～淡橙

暗茶褐

灰褐

淡黄褐～黄褐

淡桃

褐～淡黄褐

淡橙褐

暗灰黄褐

淡褐～淡黄褐

暗茶褐

淡茶黄褐

黄褐～黒褐

淡灰黄褐～黒褐

淡橙ヽ橙灰

黄褐～褐
～暗黄褐

暗茶褐～赤橙

淡黄褐～暗灰褐

茶褐

暗茶褐

茶褐

暗茶褐

暗茶褐～褐

灰黄褐

茶橙

淡灰責

暗灰黄褐

淡黒褐

茶灰

暗茶褐～黄褐

淡黄灰～淡灰

暗褐

暗赤茶褐

灰白褐

黄褐～茶灰

淡褐～淡灰褐

暗茶灰

淡橙～淡茶橙

茶褐

淡灰褐～暗褐～

褐

暗灰褐

灰～淡灰掲

淡灰褐

灰褐～灰

褐～淡橙

暗褐

暗褐～暗茶褐

淡黄褐～灰黄褐

灰褐～暗黄掲

褐

茶橙～暗茶褐

す 刺山本
内面 :マメツ

内面 :マメツ

手向山式

内面 :マメツ

両面 :マメッ

琳面 :マメツ

対面 :マメツ

琳面 :マメツ

面面 :器面剥離

朴面剥落

句面 :マメツ
可面 :器 面剥離

面 :器 面剥離

一- 36 -―



表4 出土遺物観察表 (4) 縄文土器

NIo 出土地 種 類 器 種
法   長 調  整

胎 土 焼 成

色  調
備 考

口径 底径 器高 外 面 内面 外 面 内面

柳
瞬
‐５８
　
‐５９
　
‐６０
　
ｎ
　
‐６２
　
‐６３
　
‐６４
　
‐６５
　
唖
御
‐６７
‐６８
　
瑚
　
ｍ
　
ｍ
　
‐７２
　
略
　
ｍ
　
隔
　
町
　
‐７７
　
Ｖ８
　
開
　
‐８０
　
‐８．
　
・８２
　
‐８３
　
‐８４
　
・８５
　
‐８６
　
‐８７
　
‐８８
　
‐８９
　
‐９０
　
ｍ
　
‐９２
　
‐９３
　
‐９４
　
‐９５
　
‐９６
　
‐９７
　
・９８
　
‐９９
　
２００
　
２０‐
　
２０２
期
２０３
一狸
　
２０５
　
２０６
　
２０７
　
２０８

I区  Ⅲb層

Ⅷ区 Ⅳ層

Ⅱ区 S雅 01

Ⅶ区 V層

I区 Ⅵ層

Ⅳ区 V層

工区 S雅 01

Ⅱ区 S雅 02

工区 Ⅵ層

Itt S雅 01

工区 SX02

Ⅱ区 S雅 01

1区  Ⅲb層

工区 SX02

■区 Ⅵ層

I区  皿b層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 V層

Itt IヽV層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

工区 Ⅲb層

Ⅱ区 SXOl

Ⅵ区 Ⅳ層

I区  Ⅵ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

工区 S来 01

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 ⅢJ詈

工区 SX01

1tt S雅 01

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Itt S糸 01

工区 S雅 02

Ⅵ区 Ⅳ層

工区 Sた 01

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅱ区 S灘 02

Ⅱ区 Ⅲb層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 V層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文上器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

条痕

ナデ

エ財 デ

条痕

工呉ナデ

条痕
～
工具ナデ

ナデ

ナデ

条痕

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ?

工野 デ

ミガキ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ～条痕

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ状工具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

デ
　
デ

ナ
　
ナ

ガ
ガ

・
ガ
ガ

工財 デ

ナデ

丁寧ナデ

丁寧呻 デ

ナデーミガキ

ナデ

丁寧ナデ

エ封 デ

粗工封 デ

ミガキ
～
I呉ナデ

ナデ

ナデ

粗ナデ

ナデ

ナデ→ミガキ

ナデ→ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

祖ナデ

ナデ

丁寧ナデ

ナデ

ナデ

ナデ→ミガキ

ナデ

丁寧ナデ

丁寧ナデ

ミ溝載 犬～ナデ

エ呉チデ

ナデ?

ナデ

半ミガキ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ナデ

粗呻 デ

ナデ

ナデ→粗ミガキ

ナデーナデ消し

工財 デ

ナデーナデ消し

・jXttψ ヤマ多彰

雲母少量

微細砂を合む

微細砂少量

細砂を含む

微細砂少量

砂を含む

良

微綱砂少量

微細砂少量

微砂少量

微細砂少量

砂黒雲母を多く
含む

良

微細砂少量

砂黒雲母を
多く含む

良

微細砂
微細白色泣を含む

微砂含む

砂を含む

細砂多量

微砂やや多い

砂を多く含む

微細砂やや多�

微細砂やや多ラ

細白色粒を含も

微細砂少量

砂白色粒を含t

微細砂多量

微細砂を含む

砂を含む

粗細砂少量

石英微細粒多
量

良

良

細砂
黒雲母を含む

石英微細粒や
や多い

細砂少量

細砂を多く含む

微細砂少量

砂少量含む

細砂
藉 謝 ャ

多

細砂
黒雲母を含む

綱砂を含む

細砂
黒雲母を含む

細砂
黒雲母を含む

微砂やや多い

良

砂を多く含む

細砂 細白色泣
を含む

砂を含む

微細砂少量

細砂

良

やや良

あまい

やや不良

ゃゃあまい

やや良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

やや不良

良

あまい

やや不良

ややあまい

やや良

やや良

やや良

良

良

不良

あまい

ややあまい

やや良

良

やや良

ややあまい

やや不良

やや不良

あまい

あまい

良

ややあまい

やや良

ややあまい

ややあまい

やや良

・  良

やや良

やや不良

やや良

やや良

やや良

やや良

ややあまい

良

やや不良

やや良

やや良

ややあまい

やや不良

淡灰黄～淡灰褐

淡黄褐

暗灰掲

淡黄褐～淡灰褐

灰～暗褐

暗褐

淡橙茶

褐～淡褐

淡橙褐

茶褐～淡黄褐

灰褐～淡橙茶

暗褐～暗灰黄褐

淡灰挙 灰褐

暗灰褐～暗茶褐

灰褐～暗黄褐

暗灰～淡橙褐

暗茶褐

暗茶褐～黒茶褐

にぶい褐

淡黄モ黄褐

暗茶褐

暗褐～淡茶褐～

暗茶褐

淡黄灰～灰掲

淡黄褐

淡褐～暗茶褐

淡黄褐

にぶい茶褐

茶掲～褐

淡灰褐～淡褐

淡灰橙

暗灰掲

茶

茶褐

暗茶灰～茶灰

にぶい日音茶掲

暗茶灰～淡灰黄

暗茶灰

にぶい暗黄褐

噂澄褐～暗灰褐

暗褐

暗褐～暗責褐

ビ責褐～暗褐～花

褐～黄褐
～暗黄褐

暗褐

淡責褐

暗茶灰

淡橙褐～橙褐

茶褐

灰褐～暗灰褐

褐

茶灰～暗茶褐

黒茶褐

淡灰黄～淡灰褐

灰褐

灰褐～淡灰

淡黄褐～淡灰褐

淡灰

暗掲

茶灰～暗茶褐

褐～黄褐

淡橙褐～褐

淡黄褐～淡灰黄

灰褐～淡橙茶

暗褐～淡黒褐

淡灰黄～贈灰褐

栓責

暗茶褐～暗褐

淡黄～淡桃黄

暗黄褐

暗茶褐

暗褐～にぶい褐

淡褐～褐

茶褐

淡褐～暗褐

灰褐～橙黄

暗茶灰～暗茶褐

淡茶掲

淡橙黄

にぶい暗茶褐

茶褐～暗茶褐

黄褐～暗褐

にぶい灰橙

褐

暗茶褐

淡灰褐～茶褐

暗灰褐

茶褐～暗茶褐

暗褐灰

暗茶褐～灰褐

暗黄褐

淡茶灰

暗黄掲

暗褐～暗黄褐

褐～黄褐

黄褐～淡黄褐

褐～暗褐

淡褐

暗茶掲

黄褐

橙

淡褐

灰褐

淡黄褐

暗褐

クト面:マメツ

外面

輌
　
輛

両面

内面

内面

内面

マメツ

マメツ

マメツ

マメツ

マメツ

マメツ

Iマメツ

外面 i

外面 :マメツ

外 面

両面 :マ

両 面

3Vと同一個体

91・ 面:マメツ
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表5 出土遺物観察表 (5) 縄文土器

No 出土地 種 類 器種
法  量 調   整

胎 土 焼 成
色 調

備 考
日径 底 径 器 高 外 面 内面 外 面 内面

214

217

222

第14図
241

247

249

250

252

工区 Ⅵ層

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 Ⅳ層

工区 皿b層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅲb層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅱ区 S雅 02

工区 S雅 01

■区 S雅 01

1tt S雅01

工区 Jヒ斜面

Ⅱ区 S雅 02

工区 Ⅵ層

Ⅱ区 S雅 02

Ⅵ区 V層

Ⅳ区 V層

工区 SX01

工区 Ⅵ層

Ⅳ区 V層

工区 S准 02

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅲb層

I区 Ⅵ層

Itt SX 01

Vtt V層

Ⅳ区 V層

Itt V層

Itt S雅01

工区 】ヒ斜面

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 V層

Itt mЫ唇

正区 S雅 02

Ⅶ区 V層

I区 Ⅲb層

I区 Ⅲb層

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 Ⅲ^V層

I区 Ⅵ層

Ⅱ区 Sx02

工区 Ⅲb層

Itt SI∝

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 S雅 01

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 皿b層

工区 SX02

Ⅳ区 V層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

耕

騨

鱗

継

瀞

船

麟

勝

麟

麟

麟

麟

瀞

麟

麟

麟

麟

麟

麟

麟

麟

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鎌

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

ナデ

ナデ

ナデ

エ射 デ

ナデ

ナデ

エ野 デ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ財 デ

ナデ

エ財 デ?

工具ナデ

ナデ

エ野 デ

ナデ

エ具ナデ

エ財 デ

ナデ

ナデ

ハケ状工野 デ

ナデ

"デ
ー デ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ野 デ

ナデ

ナデ

丁寧ゆ デ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具チデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

条痕

工財 デ

ミガキ

ナデ

ナデ

ミガキ

丁寧ナデ

エ具ナデ

ミガキ

ミガキ

エ封 デ

ナデ

丁寧ナデ

ナデ

エ財 デ

エ具ナデ

丁寧工財 デ

ナデ

エ野 デ

ナデ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ

丁寧⇒ デ

丁寧工呉チデ

エ呉ナデ

半ミガキ

粗正具ナデ

半ミガキ
‐」野 デ

半ミガキ

ナデーミガキ

丁寧彎 デ

ナデ

ミガキ

エ財 デ

エ野 デ
(条痕菊

ナデ～半ミガキ

ケズ1,状

工具ナデ

ナデ

エ呉サデ

半ケズリ

ナデ→ミガキ

エ野 デ

丁寧⇒ デ

半ミガキ

細砂多く含む

細砂を含む

網砂
黒雲母を含む

微細砂少量

良

細砂少量

細砂
佃白色粒を含と

細砂
白色粒を含む

粗細砂少量

細砂
黒雲母を含む

微細砂微量

粗細砂少量

石英粗微細粒
やや多い

微細砂多量

霊細砂やや多セ

粗 IB砂少量

良

細砂微畳

砂を含む

践細砂やや多�

微細砂微量

細砂を含む

砂を含む

粗細砂少量

粗細砂少量

微細砂少量

粗細砂微量

良

細砂
黒雲母を含む

ナ黒雲母を含屯

微砂少量

石英粗細粒少
量

粗細砂多量

少黒雲母を含と

細砂を含む

擬細砂やや多�

粗細砂微量
角閃石少畳

砂を含む

細砂少量

良

ケ黒雲母を含も

後細砂やや多ψ

粗細砂少量

白色粒
金雲母を含む

微砂少量

良

細砂
狙白色粒を含も

微砂少量

砂 白色粒を
多く含む

微細砂少量

微砂少畳

細砂角閃石少

やや不良

やや良

やや良

ややあまい

良

良

やや良

やや良

良

やや良

良

良

ややあまい

ややあまい

あまい

ややあまい

良

ややあまい

やや良

ややあまい

良

やや不良

やや不良

あまい

良

良

ややあまい

良

やや不良

やや良

良

ややあまい

良

やや不良

やや良

良

ややあまい

やや良

ややあまい

良

やや不良

良

あまい

やや良

良

ややあまい

やや良

ややあまい

やや良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

暗茶褐

褐

暗褐

淡灰～灰褐

淡黄褐

暗茶掲

茶褐

淡灰黄褐

淡斗 淡褐

暗褐

灰褐～暗灰

褐

茶

灰～暗灰

1旨茶褐

茶挙 茶褐

橙掲～暗灰掲

暗灰～灰褐

褐

黄褐～淡橙黄

暗灰褐～淡灰褐

褐'橙褐

淡褐～淡灰

橙褐～茶橙

淡黄褐

淡橙掲

暗橙褐

暗灰褐～暗橙褐

褐～茶褐～暗褐

暗灰褐～暗褐

茶灰

責橙

淡黄褐

掲～黄褐

暗褐

褐～淡茶褐

淡褐～淡茶褐

暗褐

灰褐～暗灰掲

茶掲

淡黄褐

褐

橙褐

灰褐～黒褐

淡黄灰～黄褐

栓褐～暗褐

淡灰黄褐

暗茶褐

にぶい褐

淡橙黄

茶褐～暗茶灰

淡茶掲

茶褐～暗茶褐

褐

暗橙

淡橙黄

淡黄

橙褐

暗茶褐

暗黄褐

淡栓黄

暗灰褐

黄橙～淡栓褐

桃黄

暗茶褐

淡橙黄

茶褐～淡黒灰

暗茶褐～淡灰褐

淡橙褐～灰褐

淡黄褐～灰褐

暗褐～暗黄掲

淡黄褐

淡橙褐～暗褐

淡褐～褐

灰褐～淡灰

淡黄～淡橙

灰褐～淡黄灰

橙褐～黄褐

暗茶褐

掲～灰掲

褐～茶褐
～暗茶褐

暗褐

茶褐

茶灰

淡灰褐

掲～淡褐

淡黄掲

暗灰掲～淡茶灰

暗茶褐

黄褐

淡黄褐～暗灰

茶灰～淡褐

淡黄掲～灰褐

淡茶掲～灰褐

暗灰褐 ?

にぶい褐

淡黒褐～淡黄灰

暗褐～暗灰掲

灰黄褐

茶橙～茶褐

淡灰褐

淡黄褐～茶褐

茶灰～茶褐

淡橙茶

両面 :マメツ

両面 :マメツ

勺面 :マメツ

勺面 :マメツ

剥落勺面

面面 :マメツ

面面 :マメツ

72と同一個体

写面 :マメツ

与面剥落
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表 6 出土遺物観察表 (6) 縄文土器

出土地 種 類 器 種
法  量 調  整

胎 土 焼 成
色  調

備考
口径 底 径 器高 外 面 内面 外面 内面

柳２６‐
２６２　２６３　２６４　２６５　２６６　２６７　２６８　２６９　２７０　２７‐　２７２　２７３　解　２７５　路　２７７
麺２７８
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Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

工区 Ⅲb層

Ⅱ区 S雅 01

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

Vtt V層

Ⅱ区 SX01

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 Ⅲb層

工区 SX01

Ⅶ区 W層

Ⅱ区 S准02

■区 Ⅲ～V層

工区 S雅 01

工区 Ⅲb層

工区 Ⅲb層

Itt lb層

Ⅳ区 Ib層

工区 S雅 01

工区 S雅02

Ⅳ区 V層

Ⅱ区 SX01

Ⅱ区 S雅 01

工区 皿b層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 M詈

工区 耳ヒ斜面

工区 Ⅵ層

工区 Ⅲb層

Ⅶ区 Ⅳ冒

Ⅱ区 Sた 01

工区 Ⅵ層

Ⅶ区 V層

工区 S雅02

工区 Ⅵ層

llltt V層

工区 SX01

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Itt S雅 01WI層

工区 S雅02

Ⅳ区 Ⅳ層

工区 SX02

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

孫亀文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ～条痕

ナデ

ミガキ

エ身 デ

ナデ

丁寧工呉ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ゆ デ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

正具ナデ

エ野 デ

ナデ

ナデ

呻 デ

エ財 デ

条痕

ナデ

ナデ

ナデ

エ封 デ

ナデ

エ財 デ

ナデ

エ財 デ

丁寧工野 デ

ナデ?

ナデーミガキ

ナデ

エ財 デ

ナデ

ナデ

ナデ

エ財 デ

ナデ

ナデーミガキ

エ具ナデ

ナデ

丁寧ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ→ナデ

丁寧ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具チデ

ナデ■I具ナデ

ケズリ

エ具ナデ

ナデーナデ消し

工財 デ

ナデ

条痕～ナデ

エ具ナデ

ナデ～ミガキ

半ミガキ

丁寧⇒ デ

ナデ

エ財 デ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ

半ミガキ

エ呉ナデ

丁寧ナデ

ナデ

ナデ→ナデ消し

粗ナデ

ナデーミガキ

エ呉ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

半ミガキ

ナデ

黒雲母を含む

砂を含む

l■ 細砂やや多し

細砂微量

砂を多く含む

砂を含む

砂黒雲母を
多く含む

微細砂少量

砂を含む

細砂微量

細砂を含む

良

細砂を含む

粗細砂少量

狙細砂やや多▼

細砂多量

粗細砂少量

粗細砂多畳

良

砂 白色粒を合
む

微砂少量

黒雲母を多く含
む

白色粒を多く合
む

粗細砂少量

粗綱砂小礫少

微細砂少量

微砂やや多い

砂を多く含む

細砂含む

細砂を多く含む

細砂少量

阻細砂やや多ヤ

細砂やや多い

微砂少量

微細砂少量

微細砂
小礫少量

救細砂やや多し

少黒雲母を含と

牧細砂やや多�

微細少量

微砂多量

粗細砂少量

微砂やや多い

細砂を多く含む

細砂
自色粒を含む

砂を含む

粗細砂少量

微細砂少量

良

良

細砂少量

細砂阜 雲
=

やや良

やや良

あまい

ややあまい

やや不良

やや良

不良

良

やや良

良

やや不良

ややあまい

やや不良

あまい

良

ややあまい

良

良

良

やや良

ややあまい

やや良

やや良

あまい

良

ややあまい

良

やや不良

やや良

やや不良

やや良

良

ややあまい

良

良

良

良

やや良

良

良

ややあまい

あまい

ややあまい

やや不良

やや良

やや良

あまい

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

やや良

暗褐～

にぶい茶褐

淡褐

橙褐

茶褐～暗茶褐

明褐～褐

にぶい黄褐

褐～茶褐
～暗茶褐

黒掲～茶褐

褐～淡橙

淡黄褐

淡茶褐～暗褐

暗茶褐～淡桃黄

淡黄褐～淡灰褐

淡橙～茶褐

淡灰～淡灰褐

暗茶褐～茶褐

淡橙黄

暗茶褐

淡橙掲～淡黄

褐～暗褐

茶橙～暗灰褐

淡責褐

黄褐

暗灰褐～茶灰

茶灰～暗茶褐

淡責～淡灰

淡橙黄

暗褐～暗茶掲

淡褐

黄褐～淡黄掲

暗黄茶褐
～淡黄褐

茶灰～茶褐

茶褐

橙褐

淡黄～淡橙

茶褐

暗灰褐

暗茶褐

暗茶褐～暗茶灰

淡茶～淡褐

茶褐

褐～暗茶褐

淡黄褐

暗黄褐

暗茶褐

茶褐～黒褐

茶褐

暗灰褐～暗茶灰

淡黄灰～淡灰褐

暗秦褐

茶橙～淡黄褐

暗責褐

にぶい橙

淡褐

暗黄掲

淡橙褐～淡黄灰

淡褐～橙

白～灰～褐

茶掲～暗茶掲
～暗橙

浅黄

暗灰褐

淡灰黄褐～暗褐

暗茶灰

黄褐～淡黄褐

暗茶灰

淡茶褐～褐

灰褐

淡橙

黄褐

暗茶褐

暗褐

淡栓茶

にぶい黄褐

灰褐～暗灰褐

灰～淡橙褐

淡黄

淡橙黄～淡黄褐

暗黄褐～暗褐

暗責褐

褐～黄掲
～暗茶褐

淡黄褐

淡茶褐

黄褐

暗灰褐

淡黄～淡橙褐

淡栓～淡灰褐

黄褐～褐

淡黄褐

茶橙～茶灰

淡黄灰～淡責褐

淡橙～淡茶灰

灰褐～褐

褐～淡黄灰

暗灰黄褐

にぶい茶褐

褐～茶褐

暗茶褐

淡灰黄

淡黄灰

暗茶掲～暗茶灰

黄灰～黄褐

にぶい淡橙

内面剥離

両面 :マメツ

外面:マメス内面
:黒掲色物質付着

内面 :マメツ

254と 同一個体

内面 !

両 面

メツ

赤彩?

赤紅～紅褐色

両面 iマメツ

内疎

両面:マメツ

内面 :マメツ

両面:マメツ

両面:マメツ

タト面:マメツ

内面iマメツ

313と同一個体

一- 39 -―



表 7 出土遺物観察表 (7) 縄文土器

出土地 種 類 器 種
法  量 調   整

胎 土 焼 成
色 調

備考
口径 底径 器 高 外 面 内面 外面 内面

313

第16図

315

316

317

319

325

326

327

330

332

333

335

347

第V図
350

351

353

357

359

360

362

363

364

Ⅱ区 S准02

1区 Ⅵ層

工区 Ⅲb層

工区 S准 01

1tt S准 02

工区 S雅 01

工区 S雅 01

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅵ区 V層

Ⅱ区 S雅 01

工区 SX01

Ⅳ区 Ⅳ層

工区 Ⅵ層

Ⅳ区 Ⅳ層

工区 SXOIM層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅲ〕唇

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅵ唇

■区 S雅 01

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅱ区 Ⅲb層

工区 Ⅲb層

I区 Ⅱ～Ⅵ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

工区 Ⅲ～V層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 Ⅵ詈

Ⅵ区 W層

工区 Jヒ斜面

Ⅱ区 S准 01

Ⅷ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Itt S雅01

工区 S雅 01

Ⅱ区 S雅 01

工区 S雅 01

Ⅱ区 Ⅵ層

Itt Sみ02

Ⅱ区 Ⅲ～v層

工区 SX02

1tt S雅01

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 Ⅲb層

工区 Ⅲb層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

ナデ

エ,新デ

ナデ

ナデ

条痕

粗工呉ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

条痕

ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ呉チデ

痕

　
デ

条

　
ナ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

条痕

条痕

ナデ

ナデ

ナデ

エ財 デ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ財 デ

ナデ

ナデ

エ射 デ

エ具チデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

半ミガキ

工財 デ

エ具ナデ

ナデ■工臭ナデ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ

エ財 デ

ミガキ

丁寧ナデ

エ封 デ

エ財 デ

エ財 デ

エ財 デ
～ケズリ

丁寧ナデ

ナデーナデ消し

工財 デ

ナデ消し

ミガキ

ナデ

エ具ナデ

エ呉ナデ

ナデ

正臭ナデ

条痕～ナデ

丁寧ナデ

ナデ

ナデ消し

ナデ

エ具チデ

丁寧ナデ

I呉ナデ

条痕‐スリ消し

ナデ

エ財 デ

エ野 デ

半ミガキ

ナデ

ナデ消し

ナデ

エ具ナデ

良

微砂少量

に

｀

細白色粒
砂を含む

徴細砂やや多▼

粗網砂少量

微細砂少量

微細砂
黒雲母を含む

細砂を含む

微細砂少量

粗細砂少量

微細砂少量

粗細砂
角閃石少量

粗砂少畳

微砂少量

自色粧 金雲母
砂を多く含む

小礫

砂を含む

細砂
黒雲母を含む

砂 黒雲母を合
む

砂を含む

性細砂やや多�

砂 白色粒を
多く含む

良

微細砂
角閃石少量

細砂 自色粒含
む

砂を含む

細砂を含む

tE細砂やや多�

細砂を含む

砂 黒雲母を含
む

細砂
自色粒を含む

砂 黒雲母を含
む

ヨ色粒を少量e
む

微砂やや多い

白色粒を多く含
む

砂 黒雲母を
多く含む

砂を含む

48砂
白色粒を含む

微細砂を含む

細砂微量

微細砂少量

良

微細砂少畳

細砂
黒雲母を含む

微砂 角閃石少
量

阻細砂やや多�

践細砂やや多ラ

細砂少量

卜白色粒を合も

粗細砂少量

*田砂 角閃石少

ややあまヤ

良

良

やや良

ややあまヤ

ややあまし

良

やや良

やや不良

ややあまし

良

良

ややあま▼

良

ややあま�

やや不良

ややあま�

やや不良

やや不良

やや良

やや不良

良

やや良

良

ややあまし

やや良

やや良

やや良

良

やや不良

やや良

やや不良

やや不良

やや良

良

やや良

やや不良

やや良

やや良

やや良

良

ややあまし

あまい

良

やや不良

良好

良

良

良

やや良

良

良

茶掲～暗褐

淡灰褐～灰褐

淡T・
k褐～橙

暗茶褐～黒褐

暗灰褐～暗茶褐

暗茶褐～暗橙褐

暗灰

暗褐～黄褐

淡黄褐～褐
～暗褐

茶～茶褐

暗灰褐

暗灰褐

橙黄

淡黄灰～淡茶褐

淡黒褐～黄褐

淡茶褐

暗茶褐～淡橙褐

掲～暗褐

橙～淡灰掲

淡灰橙

淡灰褐～暗褐

橙褐

暗茶褐

暗茶帽

茶褐～灰掲

暗黄褐～暗茶褐

淡黄褐

掲

灰褐～淡灰

暗黄褐～淡黄褐

黄褐

暗褐

暗茶褐

橙

淡黄灰～褐

暗褐

淡黄掲～暗黄褐

黄褐

淡橙

褐

黒灰スス)

暗茶褐～淡黄灰

淡黄褐

暗茶褐

暗褐

茶灰～茶褐

暗奈褐

暗灰～淡灰黄

淡黄掲～淡灰褐

褐

暗褐～暗黄褐

褐～淡橙褐

黄褐

淡黄褐～灰褐

灰褐～褐

暗茶掲～淡褐

淡茶褐～淡黒褐

灰褐～暗褐

淡灰～淡〃【黄

明褐～黄褐

暗掲～暗黄褐

橙褐

暗灰～淡桃黄

灰褐

淡灰褐～淡茶褐

褐～暗黄褐

淡黄褐～淡黄自

暗茶褐

暗灰～淡茶灰

褐～暗褐

橙～黄褐

淡橙

淡褐～淡黄褐

暗茶褐

黄褐

淡黄灰

灰褐～暗茶褐

淡黄褐

暗黄褐

淡茶褐

淡黄褐

淡黄褐～

淡灰黄褐

淡暗褐

暗黄褐

淡黄褐

淡黒褐～淡橙黄

淡茶褐

淡橙～暗黄掲
～淡黄褐

黄褐～灰褐

暗茶褐

灰褐

茶灰～灰掲

淡灰～灰褐

淡責褐

淡灰褐

淡褐～淡灰黄褐

茶

橙褐

暗灰褐

淡灰褐～淡黄褐

淡暗責褐

暗褐～暗灰褐

淡栓褐～灰褐

165と同一個体

内面 :マメッ

内面 :マメツ

外面 :マメツ

内面 :マメツ

両面 :マメツ

両面 :マメツ

内面 :器面剥胃

内面 :マメツ

勺面 :マメツ

両面 :マメツ

勺面 :マメツ

殉面 :マメツ

対面 :マメツ

勺面 :マメツ

両面 :マメツ

勺面 :マメツ
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表 8 出土遺物観察表 (8) 縄文土器

No 出土地 種 類 器 種

法  量 調  整
胎 土 焼 成

色  調
備 考

回径 底径 器高 外 面 内面 外 面 内面

御３６５366
367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

3℃

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

第18図
397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

工区 S雅02

1tt S雅01

1区 Ⅵ層

工区 SX02

工区 S雅 01

1tt S雅01

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅱ区 lllb層

I区 Ⅵ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅲb層

工区 S雅 02

Ⅳ区 V層

工区 S准02

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 V層

工区 Ⅵ層

工区 Ⅵ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

正区 S�飢

Ⅱ区 SX01Ⅵ層

Ⅳ区 V層

■区 Ⅵ層

Ⅱ区 S雅 01

1tt SX02

工区 S雅 01

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 V層

Ⅱ区 S401

工区 SX01

Vtt V層

Itt S雅01

Ⅶ区 Ⅳ層

Itt SttOl

工区 S雅 01

Ⅳ区 V層

工区 SX01

Ⅱ区 S雅 01

Ⅵ区 切詈

Ⅱ区 Ⅲb層

Itt S雅 01

■区 S雅 01

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 皿b層

Ⅶ区 Ⅳ層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鎌

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深外

ミニチユア

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

100

７６

　

　

一

工野 デ

ナデ

エ野 デ

ナデ

条痕

条痕→ナデ消し

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

辞 デ

ナデ

条痕?

ナデ

エ財 デ?

粗工野 デ

丁寧ナデ

ゆ デ

ナデ

ナデ

エ具ナデ?

⇒ デ

・　　ガ
　
サ

半ミガキ

ナデ

エ呉チデ

ナデ

ー デ

条痕

ナデ

粗ナデ

丁寧工環ナデ

ナデ消し

工財 デ

丁寧ナデ

エ野 デ

ナデ

条痕

ナデ

ナデ

ナデ

エ財 デ

ミガキ

ナデ

ナデ消し

丁寧工具ナデ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ

粗守 デ

エ呉ナデ

丁寧ナデ

ナデ

エ野 デ

エ呉ナデ

エ財 デ

I矛 デ

ナデ→ミガキ

ナデ■I具ナデ

ナデ

エ針 デ

エ呉ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ状工呉チデ

ナデ消し

砂 自色粒を
多く含む

微砂微量

)白色粒を含む

砂を含む

粗細砂少量

微細砂微量
角閃石少量

砂を含む

砂を含む

砂白色粒を含む

細砂
扱白色紙を含む

砂を多く含む

微細砂多量

l■細砂やや多い

良

微砂やや多い

牧細砂やや多い

良

粗細砂少量

砂黒雲母を含む

微砂少量

良

砂を多く含む

良

微細砂含む

砂を多く合む

粗細砂少量

砂を含む

微砂少量

石英微細粒多

細砂 赤色粒を
多く含む

微細砂少量

細砂 微白色粒
を含む

砂を多く含む

砂を含む

粗細砂多量

細砂
黒雲母を含む

微細砂少量

細砂を含む

ややあまい

やや不良

ややあまい

あまい

不良

あまい

やや良

ややあまい

やや不良

やや良

ややあまい

やや良

ややあまい

ややあまい

やや良

あまい

やや良

やや不良

ややあまい

あまい

やや良

不良

やや不良

やや良

不良

あまい

ややあまい

良

あまい

あまい

あまい

ややあまい

不良

あまい

あまい

不良

ややあまい

やや良

やや不良

ややあまい

やや良

あまい

あまい

不良

ややあまい

やや良

やや不良

やや不良

ややあまい

やや良

ややあまい

良

淡黒褐

褐～黄褐

淡褐～茶褐

暗茶褐

暗茶褐～黒茶褐

暗灰～暗灰褐

黒褐色

茶褐

淡黄褐

黄褐～暗茶褐

淡灰～淡灰黄褐

褐～茶灰

暗茶灰

茶褐

橙黄～黄褐

黄褐

にぶい茶褐

茶褐～褐

暗灰褐～暗褐

掲～暗褐

暗茶褐

にぶい暗褐

黄褐

嗜茶褐

黒褐～暗茶褐

淡黒褐

暗茶褐

明茶褐～淡黒褐

黒褐～暗茶褐

暗茶橙

褐～暗褐
～暗茶褐

橙褐

淡黒褐

暗茶～黒褐

淡褐～淡黄褐

淡茶褐

暗茶褐

明茶褐

暗褐

淡橙

茶～暗茶褐

淡灰黄褐～

暗黄褐～暗茶褐

茶褐

にぶい褐

暗褐

茶褐～淡黄褐

茶灰

褐

褐～茶褐

灰～淡灰黄褐～

にぶい褐

黄屠[褐
  |

暗灰褐

暗茶褐

暗灰～淡灰褐

暗褐～暗茶褐

暗茶褐

褐～茶褐

淡黄褐

淡黄褐～淡灰

淡黄褐

橙褐～灰褐

茶灰～茶

淡茶褐

淡灰黄～暗茶灰

暗黄褐

にぶい茶褐

黄褐

茶褐

褐～淡茶褐

淡茶褐

にぶい淡黄褐

黄褐～淡茶褐

茶～暗灰褐

茶褐～暗茶褐

黄褐

淡茶褐

黄灰～淡灰

暗灰褐～淡黄褐

茶褐

暗褐～暗茶褐

暗茶灰

茶橙

淡茶～茶

暗茶褐～淡褐

暗褐～黒褐

褐～暗茶褐

淡羽[褐

灰掲～淡褐

淡灰～淡橙

茶～茶橙

暗黄褐～暗灰褐

淡黄褐

淡褐

暗褐

褐～淡責褐

淡黄褐

灰褐

淡黄褐

灰褐～淡黄褐

亀面 :マメツ
可面 :器面剥離

面面 :マメツ

付面:黒褐色物
罫寸着

亙面:器面剥落

卜面:器面剥離
勺面 :マメツ

対面

面面

両面 :マメツ

外面 :マメツ

両面 :マメツ
外面剥離

両面 ;マメツ

両面 :マメツ

外面:器面剥離
丸面 iマメツ

両面:器面剥離
40た同一個体か

両面 :マメツ

外面 :マメツ
両面剥離

両面

マメツ

マメツ

マメツ

両面:器面剥離
393と 同一個体か

手向山式

両面 :マメツ

両面 ,マメツ

両面 :マメツ
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表9  出土遺物観察表 (9)  縄文土器・弥生土器

出土地 種類 器 種
法   量 調   整

胎 土 焼 成
色 調

備考
口径 底径 器高 外 面 内面 タト面 内面

笏118凶

4V

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

423

429

430

431

432

433

434

435

436

437

期４３８
４３９　４４０　４４‐　４４２　４４３　４４４　蛹　４４６　４４７　４４８　４４９　４５０　４５‐　颯　４５３　４５４　４５５　４５６　４５７　４５８　４５９　４６０　４６‐　４６２　４６３　４６４　４６５　４６６
鋤４６７
４６８

工区 北斜面

Ⅱ区 SttOl

Ⅶ区 v層

Ⅱ区 S雅 02

工区 Ⅲ～v層

Ⅱ区 SttOl

ltt lb層

Itt SttOl

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 lllb層

I区  Ⅲb層

Ⅵ区 N罹

工区 S雅 o2

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

I区  Ⅱb層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 V層

Itt S准 01

111区  Ⅳ層

Ⅱ区 Ⅲb層

Ⅵ区 Ⅳ層

工区 SttOl

江区 SttOl

工区 SXol

工区 S雅 01

■区 SX01

1区  Ⅱb層

Ⅳ区 副唇

I区  Ⅲb層

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 N曙

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 Ib層

Ⅷ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 S雅 02

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 罹ヽ

V区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅲb層

■区 SX01

V区 Ⅳ層

Ⅵ区 V層

工区 S雅 02

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅵ詈

Ⅶ区 Ⅳ層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

弥生土器

弥生土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深外

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉾

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉾

壷

然 ?

５６

　

　

一

ナデ

エ呉チデ

ナデ消し

工具ナデ

ナデ

正野 デ

正財 デ

ナデ

条痕～ナデ消し

ナデ

粗工射 デ

エ具ナデ

粗ナデ

ナデ→ミガキ

エ野 デ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ財 デ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

粗ナデ

ナデ

エ呉ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ野 デ

ナデ

ナデ

エ呉チデ

ナデ

ミガキ

ケズリ～ミガキ

ケズリ

ナデ

ナデ→粗ミガキ

工野 デ

エ財 デ

ナデ→ナデ消し

丁寧ナデ

エ野 デ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデーナデ消し

丁寧工呉チデ

条痕

ナデ

ナデ

粗ナデ

粗ナデ

ナデ

ナデ

エ財 デ

ナデ

ナデ

ナデ

エ新 デ

エ射 デ

エ野 デ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ呉ナデ?

丁寧ナデ

ミガキ状

ナデ

エ具ナデ

丁寧ナデ

ナデ

エ野 デ

丁寧ナデ

丁寧ナデ

粗ナデ
→半ミガキ

丁寧ナデ

エ野 デ

ナデーナデ消し

丁寧ナデ

エ呉ナデ

ナデ消し

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

粗細砂少量

微細砂やや多
量

細黒雲母を含と

細砂少量

良

粗細砂少量

微細砂少量

粗細砂やや多ヤ

細砂
黒雲母を含む

細白色粒を含と

自色粒を含む

微細砂やや多し

砂赤
白色粒を含む

砂を多く含む

砂を含む

微細砂を含む

ψミ 雲母を
多く含む

良

砂を含む

微細砂を含む

良

細砂を含む

微細砂やや多�

細砂
細自色粒を含も

粗細砂少量

良

角閃石少量
微細砂やや多ラ

微砂少量

微粒石英多量

敦細砂やや多�

粗細砂微量

微細砂多量

少金雲暁 含も

細砂を含む

良

微細砂を含む

粗細砂少量

細砂小礫少畳

微細砂を含む

細砂を含む

砂を多く含む

砂黒雲母を
多く含む

細砂少量

砂多く含む

微細砂を含む

細砂微量

細砂多く含む

微細砂を含む

,黒雲母を含む

砂赤
白色粒を含む

細砂を含む

細砂を含む

ややあまヤ

ややあまし

やや良

あまい

ややあまヤ

ややあまヤ

あまい

あまい

やや不良

やや良

やや良

良

やや良

不良

やや不良

やや不良

やや不良

良

やや良

やや不良

ややあまい

やや不良

ややあまい

やや良

ややあまい

良

あまい

ややあまい

ややあまい

あまい

ややあまい

良

やや良

やや不良

良

やや不良

あまい

良

やや良

良

やや不良

やや不良

良

やや良

やや良

ややあまい

やや良

やや良

やや良

やや良

やや良

良

暗茶褐～赤橙

責褐

にがい黄褐

黄掲～暗茶褐

暗茶灰～淡黄

褐～淡黄褐

茶褐

茶橙～淡黄褐

にぶい茶褐

灰褐

橙褐～淡黄

褐～黄褐

茶褐～暗茶褐

茶褐

茶褐～暗褐

黄褐

茶掲

暗茶褐～茶灰

褐～淡褐

茶褐～茶灰

浅黄

茶橙

淡茶褐

橙黄'橙灰

暗茶灰～暗茶褐

淡灰褐

橙黄～灰褐

淡橙褐

淡褐

暗褐

淡黄褐

淡黄褐

褐～にぶい褐

黄褐～淡橙黄

淡黄褐～淡灰褐

にぶい褐

にぶい褐

暗灰褐～淡赤褐
～暗褐

褐～淡褐

淡橙茶

灰褐

褐

淡黄褐

灰褐

黒褐

褐～暗褐

淡褐～褐～黒褐

浅黄

褐～黒褐

黒褐

淡桃褐～暗茶掲

淡黄褐

淡黒褐～茶灰

淡黄～淡黄灰

灰褐i澄黄

暗灰～灰褐

淡黄褐

にぶい暗茶褐

灰褐

淡橙褐

褐～暗褐～黒褐

黒茶掲～黒掲

茶掲

淡黄褐～淡灰橙

暗掲～淡黄褐

暗灰褐

暗黄褐

にぶい茶褐
～にぶい褐

淡橙茶

褐～暗褐

淡橙褐

灰～灰褐

褐

淡灰褐

暗茶褐

淡灰黄

茶褐

淡灰黄

淡黄褐

淡褐～淡灰黄

暗褐

淡黄褐

淡橙褐

淡褐

暗黄灰～灰掲

灰褐～淡灰褐

暗責褐

にぶい褐

褐～淡褐

両面 :マメツ

両面 :マメツ

外面:マメッ

外面 :マメッ

両面 :マメツ
外面:器面剥離

両面 :マメツ

両面 :マメツ

外面 :マメツ
外面剥離

外面 :マメツ

外面:器面剥離

外面 :マメッ

外面 :マメツ

91・面:マメツ

両面 iマメツ

コ唇音トマメツ

ント面マメツ
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表10 出土遺物観察表 (10) 弥生土器・土師器

夢ミ11 出土遺物観察表 (11) 土製品

表12 出土遺物観察表 (12) 鉄器・銅製品

表13 出土遺物観察表 (13) 石器 ・石製品

出土地 種 類 器種

法   量 調   整
胎 土 焼 成

色  調
備考

口径 底径 器高 外 面 内面 外 面 内面

471

473

475

472

474

476

Ⅵ区 Ⅳ層

V区 Ⅳ層

3Tre Ⅳ層

Ⅱ区 北斜面

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅲb層

Ⅶ区 Ⅳ層

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鉢

奏

甕

菱

甕

訪

娩

菱

104

250

276

152

∞

５８

　

二

　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

ナデーミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ヘフミガキ

ナデ

ナデ→ミガキ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ

ヘフミガキ

回転ナデ

ナデ

4Hψ 亦
自色粒を含む

砂
佃白色泣を合も

5mn程 の砂粒を
含む

砂 赤
白色粒を含む

砂 赤
白色粒を含む

細赤色粒少量

細自色粒少量

微砂を含む

やや良

やや良

やや良

やや良

ややミ

良

やや良

良

掲～橙

暗黄褐～灰黒褐

淡褐～浅黄
～暗褐

淡暗褐～灰褐

暗褐～灰褐

淡掲

淡白褐

暗褐～暗〃七

暗褐～黒褐

暗灰褐～暗褐

淡橙～浅黄

淡褐～灰褐

暗黄褐

淡褐～自褐

淡褐

暗灰褐

句面 :マメツ

/1面 :マメツ

No 出土地 種 類

法畳 (mm) 調   整

胎  土 焼  成

色 調

備  考

径 T_gさ 外 面 内面 外 面 内面

477
3Tre Ⅳ層

Ⅱ区 Ⅲ～V層

布痕土器

土器片加工円盤

一
　

１０

粗ナデ

ナデ

ロ

　
デ

布

　
ナ

クサ リ爆 犯 rII桓

やや多い

細赤 自色粒含む

ややあま

良

栓褐～橙

灰褐

黄褐

橙～暗褐

No 出土地 器 種

法 量 (mm)
酔
ｇ

材質 備  考

長 さ 幅 厚 さ

第20図
479 Ⅵ区 Ⅳ層 鋤 先 3～ 7 鉄

No 出土地 器 種
法 量 (mm)

重 さ
材 質 備  考

長 さ 幅 厚 さ

Ⅳ区 Ⅲb層 銭 貨 1 :瑶24有

出土地 器 種

法 量 (Inm)

肇
ｇ

石 材 備 考

長さ 幅 厚さ

482

483

487

491

493

494

496

499

500

506

Ⅵ区 V層

Ⅵ区 V層

V区 Ⅳ層

Vtt V層

Ⅳ区 V層

工区 Ⅲ―V層

Ⅳ区 V層

V区 Ⅲ層

Vtt V層

Ⅵ区 Ⅳ層

V区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

V区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 ド層

Itt S雅 02

Ⅳ区 正b層

V区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

工区 Jヒ斜面

Ⅱ区 SX01

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

工区 S准 01

Ⅷ区 V層

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

(281

26

(20

24

33

20

21

(221

23

25

(10

(131

20

(151

13

V

(151

17

8

10

32

33

35

31

03)

(2の

⑩

２‐

２０

２０

１９

硝

２０

１５

Ｖ

２０

２６

⑬

‐７

⑫

‐３

‐４

⑭

‐２

■

‐３

２‐

２０

１８

⑩

⑭

⑭

４

７

５

５

４

４

５

５

４

４

５

④

５

２

２

５

０

３

２

４

４

５

４

５

２

５

1

3

2

2

2

2

1

1

2

3

1

1

チャート

チャート

黒曜石

チャート

チャート

チャート

チャート

黒曜石

チャート

チャート

チヤート

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チャート

黒曜石

チャート

チヤート

黒曜石

黒曜石

チヤート

チャート

チャート

チャート

が ,質安山
岩

チャート

出土地 器 種

法 量 (硼 )

撃
ｇ

石 材 備 考

長さ 幅 厚さ

翔５‐３　幽　５‐５　５‐６　５‐７　５‐８　５．９　５２〇
一翻５２‐　５２２　５２３　５２４　５２５　５２６　５２７　囲　５２９　５３０　５３‐　５３２　５３３　５３４　５３５　５３６　５３７　５３８

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 W'層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 V層

V区 Ⅳ層

Vtt V層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 К電

工区 北斜面

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 Ⅲb層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅵ区 I～Ⅳ層

Itt S雅 01

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

工区 S雅 01

Ⅶ区 V層

Itt SX01

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅳ層

V区 Ⅳ層

石鏃

石鉄

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

⑩

３２

⑩

４３

ω

２０

２３

⑩

３０

の

の

２４

の

の

い

の

２９

⑬

∽

２７

２８

∽

鉛

の

３．

２８

∽

２０

⑭

２５

⑩

】

‐６

⑭

２０

の

⑮

ｌ８

⑩

⑭

⑭

⑩

‐８

‐８

⑭

Ｖ

２０

⑩

２２

Ｖ

お

Ｖ

2

2

2

5

2

2

2

1

チヤート

チャート

チヤート

チャート

黒曜石

チャート

チヤート

黒曜石

チャート

チャート

チヤート

チャート

玉髄

黒曜石?

チヤート

チャート

チャート

玉髄

チャート

チャート

チャート

チヤート

黒曜石

チヤート

チャート

ノリ質安山岩

姫島
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表14 出土遺物観察表 (14) 石器・石製品

No 出土地 器 種
法 量 (mm)

肇
ｇ

石 材 備 考
長さ 幅 厚さ

郷５０７
５０８　５０９　５Ю　５‐‐　５‐２
一抑５４５
５４６　盟　５４８　５４９　５５０　５５‐　５５２　５５３　５５４　５５５　５５６　５５７　５５８　５５９
鞠５６０
５６‐

562

565

566

567

569

571

572

573

574

575

576

577

584

585

590

592

593

Ⅵ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

Vtt V層

Ⅵ区 工～Ⅳ層

Itt S雅 02

工区 S雅 01

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅳ区 Ⅱb層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 N亀

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅱ区 S雅 ol

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 Ⅳ層

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 N罹

Ⅶ区 Ⅵ詈

Ⅵ区 Ⅵ唇

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 V層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 V層

Ⅳ区 W9詈

Ⅳ区 V層

Ⅵ区 V層

Vtt V層

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅵ区 Ⅵ詈

Ⅳ区 V層

工区 S雅 01

Ⅶ区 V層

Vtt V層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅵ区 I～Ⅲ層

Vtt V層

Ⅳ区 Ⅲb層

工区 S雅 01

■区 S雅 02

Ⅶ区 Ⅳ層

Ⅳ区 V層

Ⅶ区 V層

Ⅶ区 Ⅳ層

工区 S101

Ⅳ区 皿b層

Ⅳ区 V層

Vtt V層

石鏃

石鏃

石鉄

石鏃

石鏃

石鉄

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鉄

石鏃

石鏃

石鏃

石欽

石鏃

石鏃

石鉄

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品?

石鏃未製品

石鏃

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未製品

29

(29)

(29)

(29)

(31)

28

29

(251

(20)

(2つ

28

22

25

23

20

23

(21)

(20

(10

23

24

23

(191

23

(22)

21

(201

20

(10

(10

(10

22

9分

(21)

19

(191

(20)

(15)

18

(10

(161

(19

9

31

04)

(14)

36

33

29

20

36

29

42

31

30

00

19

(181

16

(10

(20

16

17

(10

13

(10

16

15

16

11

15

16

(18)

(V)

18

18

13

V

(1の

17

(14)

15

(14)

15

(15)

V

20

16

13

19

15

(19

(10

(131

(14)

15

(1)

(12)

10

22

(201

14

20

25

19

21

15

16

30

23

25

(21)

４

５

５

４

４

４

５

３

４

４

５

４

５

５

５

５

５

４

６

４

５

５

４

４

５

４

３

３

４

３

５

４

３

４

３

３

３

４

５

３

③

３

３

５

３

３

９

１３

５

９

６

７

８

９

８

６

2

2

1

1

1

2

1

1

1

ユ

ユ

4

2

6

9

2

3

3

3

■

6

6

3

チャート

黒曜石

チヤート

黒曜石

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

黒曜石

黒曜石

チャート

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チヤート

黒曜石

黒曜石

チャート

チャート

チャート

ハリ質安山

チャート

チャート

安山岩

漆黒

桑ノ木津皇

と右非対象形

No 出土地 器 種
法 量 (mm)

塾
ｇ

石 材 備 考
長さ 幅

'軍

さ

第24図
595

597

598

599

600

602

609

610

第25図
613

614

6V

620

622

623

62コ

625

626

628

631

Ⅵ区 V層

■区 司ヒ斜面

Ⅳ区 Ⅳ層

Ⅶ区 V層

Itt SXOl

Ⅵ区 V層

こ区 Ⅲb層

Itt SX01

Ⅱ区 SX01
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第 4章 古屋敷遺跡

第 1節  はじめに

古屋敷遺跡は、えびの市大字東川北字古屋敷・天神元に所在 し、手仕山遺跡が立地する標高271

mの独立丘陵の南部から東部にかけて広がる緩斜面上に位置する。南部は標高246～250mの 緩斜面

で、東部は南部よリー段高い丘陵で、平坦面が南北にのび、標高250～256mで、南部緩斜面との比

高差は4～ 5mを測る。

調査に先立って、南部緩斜面で試掘調査を行い、土層の堆積状況と遺構の有無、遺物の出土状況

の確認、重機による上土除去をどの層まで行うかを確認 した。

調査は、南部緩斜面から行った。独立丘陵の南側の裾端に沿って西から流れる水路を北端 とし

て、南北幅65～75m、 その水路は丘陵西端から約65mで南へ向かうが、それを東端として、東西幅

50～60m、 標高247～250mの部分を I区、水路から東側の丘陵裾端を北端とした、南北幅65m、 東

西幅40～45m、 標高246～248mの部分をⅡ区、Ⅱ区の東側に南北幅30m、 東西幅40m、 標高247m

の部分をⅢ区とした。東部丘陵上は、中央を南北に走る農道の西恨1に 、西へのびる農道から南ヘ

約45mの ところを北端 として、南北幅26m、 東西幅45m、 標高252mの部分をⅣ区、その南狽1の南

北幅 9～ 14m、 東西幅45m、 標高250mの部分をV区 とした。東側は、東へ走る農道から南へ約25

mの ところを北端として、南北幅27～31m、 東西幅31m、 標高251～252mの 部分をⅥ区、農道の北
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側、南北幅30～33m、 東西幅37～52m、 南半分が15mほ ど東へ突出した形をした、標高255mの部

分をⅦ区、その北側の南北幅14m、 東西幅30mの標高256mの部分をⅧ区とした。調査は表土から

Ⅲb層 までを重機で除去し、Ⅲc層上面とⅣ層上面で遺構検出を行った。調査期間は、平成12年 11

月 6日 から平成13年 3月 30日 までと、平成13年 4月 6日 から同年 5月 31日 まで行った。

第 2節 基本的層序

層序は、上から、 I層 :耕作土、Ⅱ層 :旧耕作土

土、Ⅳ層 :ア カホヤ火山灰、V層 :暗褐色上、Ⅵ層 :

でき、 a:暗茶褐色土 (主 として15～ 16世紀 )、 b:

世紀の遺物 も多 く含み、一時期土石流 となる)、 c:

文後期から10世紀の遺物 も多 く含む)で、Ⅳ層は、 a

火山灰 )、 b:アカホヤ火山灰に分けられる。

(灰褐色～黄褐色土)、 Ⅲ層 :黒灰色～茶褐色

白色粘質土に分別した。Ⅲ層は、 3つ に分層

黒灰色土 (主 として12～ 13世紀だが、 9～ 10

茶褐色微砂質土 (主 として5～ 6世紀で、縄

:淡黄掲色微細砂質土 (2次堆積のアカホヤ

第3節 試掘調査

調査に先立って、東部丘陵西側の裾端から約20m西に、南北方向に長さ35m、 幅lmで試掘溝 1

を、南緩斜面の北から南に流れる水路から約20m東に、南北方向に長さ45m、 幅 lmで試掘溝 2

を、試掘溝1の北側にある水田の中央部分に南北方向に長さ15m、 幅 lmで試掘溝 3を、その東側

の水田の中央に南北方向に長さ25m、 幅 lmで試掘溝 4を設定し、土層の堆積状況、遺物の出土状

況の確認と、重機による上土除去をどの層まで行うか検討するため試掘調査を行った。

試掘溝 1

1層 は、10～ 20cmの厚さがあり、Ⅱ層は灰褐色～責褐色微細砂質上で25～110cm堆積 した旧耕作

土や床土 。客土である。出土遺物は、土師器 。土師質土器・黒色土器・白磁が出土している。Ⅲ層

は、灰茶褐色～黒色粘質上で、10～ 20cm堆積 しており、 a:暗茶褐色土、b:黒灰色上、 c:茶褐

色微砂質土に分層される。出土遺物は多 く、弥生土器・土師器・土師質土器・黒色土器・白磁が出

上している。遺構は柱穴が検出された。

試掘溝 2

1層 は10～ 30cmの 厚さがあり、Ⅱ層は灰色～責褐色粗砂質土で20～80cm堆積 した旧耕作土や床

土・客土である。出土遺物は、土師質土器・青磁 。白磁・青花・鉄器が出土している。Ⅲ層は、茶

褐色～黒色粘質上で、20～30cm堆積 しており、 a:暗茶掲色土、b:黒灰色土、 c:茶掲色微砂質

土に分層される。出土遺物は多 く、弥生土器、土師器・須恵器・土師質土器・黒色土器・布痕土

器・青磁 。白磁が出土している。Ⅳ層は暗褐色～責褐色砂質土で、20～30cm堆積 しており、土師器

が出上している。遺構は柱穴が検出された。
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試掘溝 3

1層 は、10～ 20cmの厚さがあり、Ⅱ層は、灰褐色～責褐色微細砂質上で、20～60cm堆積 した旧耕

作土や床土・客上である。Ⅲ層は、灰茶褐色～黒色粘質土で20～30cm堆積しており、 a:暗茶掲色

上、bi黒灰色土、 c:茶褐色微砂質土に分層される。遺物は、須恵器・布痕土器・鉄器 。青磁・

白磁が出上している。遺構は検出されなかった。

試掘溝 4

1層 は10～ 20cmの厚さがあり、Ⅱ層は、30～40cm堆積 しており、灰褐色～責褐色粗砂質上で、旧

耕作土や床土・客上である。遺物・遺構は検出されなかった。

試掘調査の結果、Ⅲ層から多量の遺物が出土したが、Ⅲ層すべてを調査することは、調査域が広

範囲であるため、時間的に無理であると判断し、密度の高い部分以外は表土からⅢb層 までを重機

で除去することとした。

第4節  I区の調査

調査は、重機でⅢb層 まで除去 し、遺構の検出は、Ⅲ c層上面とⅣ層上面で行った。その結果、

竪穴住居 1基、竪穴状遺構 2基、土坑・土壊墓91基、溝状遺構 9条、道路状遺構と多数の柱穴を検

出し、特に柱穴は、調査区南部中央付近から東にかけて密集して検出された。掘立柱建物は復元で

きたもので61棟である。重機による上土除去の際、Ⅲ層を剥いでいたところ、調査区中央で、幅12

～20mで西から東へ横断する礫層がみられ、土石流と思われる。Ⅳ a層からは縄文土器が出上した

が、遺構は検出されなかった。
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している。

古代～中世

Ⅲ c層上面で遺構検出を行った結果、竪穴状遺構 2基、掘立柱建物61棟、土坑・土媛墓91基、溝

状遺構 9条、道路状遺構 1、 そのほか多数の柱穴を検出した。特に、柱穴は調査区南部に集中して

いる。

SA-01(第 9。 11図 )

調査区の中央部やや西寄 りで検出された竪穴状遺構で、 1辺が2.8mの ほぼ正方形を呈する。検

出面から床面までの深さは12cmを 測る。柱穴は6個で、径12～ 20cm、 深さ14～ 28cmを測る。住居中

央に炭化物を含んだ黒色上がみられたが、掘 り込みにはならず、炉跡と思われる。遺物は須恵器の

婉の底部のみである。

SA-03(第 10・ 11図 )

調査区の南部中央やや西寄 りで検出された竪穴状遺構で、 1辺

る。検出面から床面までの深さは40cmを 測る。柱穴は4個で、径

斡
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住居の中央には長さ2.64m、 幅70～90cmの楕円形を呈する深さ12cmの浅い掘 り込みがみられる。ま

た、西・北 。東壁隅には幅20～40cm、 深さ10～ 12cmの溝がめぐらされている。遺物は、上師器の甕

の口縁部、坑の底部、す り鉢、銅銭、磨石が出土 した。

SB-01(第 12図 )

調査区の北部中央やや東よりにある、梁行 2間 2.98～3.30m、 桁行 3間 5。84～5,88mを 測る建物で

24700m

0            2m

黒色細砂質土

褐色細砂質土

第 8図  SA-04 遺構実測図
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ある。柱穴の規模は、径20～ 38cm、 深さ14～ 34cmを測る。主軸方位はN80° Wである。

SB-02(第 12図 )

SB-01と 同位置にある、梁行 2間 3.26～3.28m、 桁行 2間3.97mを 測る建物である。柱穴の規

模は、径24～44cm、 深さ24～36cmを測る。主軸方位はN78° Wである。

SB-03(第 12図 )

調査区の北部中央にある、現存で梁行2.80m、 桁行 l間 1.12～ 1.46mを 測る建物である。柱穴の

規模は、径22～ 25cm、 深さ28～39cmを測る。主軸方位はN60° Eである。

SB-04(第 12図 )

調査区の北部中央やや西よりにある、梁行 2間2.56～2.74m、 桁行 2間 3.25～3.40mを 測る建物で

ある。柱穴の規模は、径23～44cm、 深さ16～41cmを測る。主軸方位はN27° Eである。

SB-05(第 12図 )

SB-04の南西にある、梁行 2間 3.12～3.18m、 桁行 3間 5.54～ 5.78mを 測る建物である。柱穴の

規模は、径24～ 38cm、 深さは20～42cmを測る。主軸方位はN65° Eである。

SB-06(第 12図 )

調査区の中央部西側にある、梁行 2間4.06m、 桁行 3間6.60～6.62mを 測る、北・西に廂を持つ

建物である。柱穴の規模は、径22～ 35cm、 深さ27～40cmを測る。主軸方位はN12° Eである。

SB-07(第 13図 )

3.褐色粘質土

247.50m

0    1m

―
第 9図  SA-01 遺構実測図
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調査区の中央部西側にある、梁行 1間 3.89～ 3,95m、 桁行 3間 6.45～ 6.48mを 測る建物である。

穴の規模は、径25～ 40cm、 深さ32～46cmを測る。主軸方位はN13° Eである。

SB-08(第 13図 )

調査区の中央部西側にある、梁行 2間 3.45～3.50m、 桁行 2間 3.82～4.08mを 測る建物である。

穴の規模は、径22～ 29cm、 深さ16～ 35cmを測る。主軸方位はN23° Eである。

SB-09(第 13図 )

調査区の中央西側にある、梁行 2間3.85～4.12m、 桁行 3間8.60～8.88mを 測る、東側に廂を持つ

建物である。柱穴の規模は、径27～ 62cm、 深さ28～45cmを測る。主軸方位はN14° Eである。

SB-10(第 13図 )

調査区の中央部やや西よりにある、梁行 2間3.24～3.58m、 桁行 3間5.86～5.90mを 測る建物であ

る。柱穴の規模は、径22～ 32cm、 深さ21～42cmを測る。主軸方位はN70° Wである。

SB-11(第 14図 )

調査区の中央部にある、梁行 2間 4.94～5.13m、 桁行6.55～6.60mを 測る建物である。柱穴の規模

246.OOm

柱

柱

1.黒色粗砂質±  3.
2.黒色細粘質±  4.

第10図  SA-03 遺構実測図
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は、径27～ 36cm、 深さ23～52cmを測る。主軸方位はN72° Wである。

SB-12(第 14図 )

調査区の中央部にある、梁行 2間 3.49～ 3.60m、 桁行 3間 7.34～ 7.47mを 測る建物である。柱穴の

規模は、径26～ 36cm、 深さ26～52cmを測る。主軸方位はN72° Wである。
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穴の規模は、径22

(第 15図 )

の中央部やや東よ

建物である。柱穴

(第 15図 )

40～ 3.44m、 桁行 4間8.62mを 測る、北側に廂 を持つ建物で

さ20～47cmを測る。主軸方位はN71° Wである。

梁行 2間4.47～4.58m、 桁行 3間 7.95～7.99mを 測る、西側に

径26～ 44cm、 深さ23～52cmを測る。主軸方位はN18° Eであ
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SB-12

調査区の中央部やや

東よりにある、梁行 2

間2.55～2.57m、 桁 行

3間 4.82～ 5.08mを 沢J

る建物である。柱穴の

規模 は、 径23-29cm、

深 さ22～40cmを 測 る。

主軸方位はN79° Wで

ある。

SB-16(第 15図 )

調査区の中央部やや

東よりにある、梁行 2

間3.77～3.86m、 桁 行

3間 6.30～6.35mを 波J

る建物である。柱穴の

規模 は、径26～ 53cm、

深 さ23～52cmを 測 る。

主軸方位はN21° Eで

ある。

SB-17(第 15図 )

調査区の中央部やや

東 よ りにある、梁行

2間3.35～3.52m、 桁

行 3間 6.64mを 測る建

物である。柱穴の規模

は、径23～44cm、 深さ

27～45cmを測る。主軸

方位 は N20° Eで あ

る。

SB-18(第 15図 )

調査区の中央部東側

にある、梁行 2間 3.40

～3.48m、 桁 行 3間

5.47～5.53mを 沢1る 建

2仔∞ m
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第14図  SB-11～ 13 遺構実測図
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物である。柱穴の規模は、径27～44cm、 深さ21～35cmを測る。主軸方位はN70° Wである。

SB-19(第 15図 )

調査区の中央部東側にある、現存で 2間 5。 13mを測る建物である。柱穴の規模は、径27～ 30cm、

深さ21～40cmを沢よる。

SB-20(第 16図 )

調査区の中央部やや東よりにある、現存で梁行 2間3.60m、 桁行 1間 1.35～ 1.40mを 沢1る 建物で

ある。柱穴の規模は、径21～29cm、 深さ19～ 32cmを測る。

SB-21(第 16図 )

調査区の中央部東側にある、梁行 2間 3.30～3.36m、 桁行 3間5,93mを 測る建物である。柱穴の

規模は、径23～ 30cm、 深さ19～ 38cmを測る。主軸方位はN78° Wである。

SB-22(第 16図 )

調査区の中央部東側にある、梁行 1間 1.78m、 桁行 3間 5。94mを測る建物である。柱穴の規模は、

径23～40cm、 深さ38～51cmを測る。主軸方位はN73° Wである。

SB-23(第 16図 )

調査区の中央部東側にある、梁行 2間 3.64m、 桁行 2間 3.94mを 測る、北側に廂を持つ建物であ

る。柱穴の規模は、径22～ 31cm、 深さ23～46cmを測る。主軸方位はN76° Wである。

SB-24(第 16図 )

調査区の中央部東側にある、梁行 1間 4.16m、 桁行 4間8.76mを 測る建物である。柱穴の規模は、

径30～43cm、 深さ40～51cmを測る。主軸方位はN80° Wである。

SB-25(第 16図 )

調査区の中央部東側にある、梁行 2間 3.30～3.60m、 桁行 3間 6.44～ 6.55mを 測る建物である。柱

穴の規模は、径29～ 41cm、 深さ16～ 30cmを測る。主軸方位はN79° Wである。

SB-26(第 17図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間3.94m、 桁行 3間5.55mを 測る建物である。柱穴の規模は、

径23～ 55cm、 深さ■～31cmを測る。主軸方位はN87° Wである。

SB-27(第 17図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3,70～4.06m、 桁行 2間5,38mを 測る建物である。柱穴の規

模は、径27～45cm、 深さは19～40cmを測る。主軸方位はN5° Eである。

SB-28(第 17図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.52～3.66m、 桁行 3間 6.65～ 6.68mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径27～ 55cm、 深さ18～ 39cmを測る。主軸方位はNn° Eの建物である。

SB-29(第 17図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.66～3.74m、 桁行 3間 6.68～6.83mを 測る、南 。東・西 3面

に廂を持つ建物である。柱穴の規模は径24～42cm、 深さ17～ 54cmを測る。主軸方位はN8° Eであ
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SB-30(第 18図 )

調査区の中央やや東側にある、梁行 1間2.04～ 2.62m、 桁行 3間6.08mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径29～ 36cm、 深さ10～ 37cmを測る。主軸方位はNl° Wである。

SB-31(第 18図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.92～4,08m、 桁行 3間 5。80～ 5。84mを測る建物である。柱穴

の規模は、径22～41cm、 深さ17～ 35cmを測る。主軸方位はN6° Eである。

SB-32(第 18図 )

調査区の南部中央にある、梁行 1間 3.58m、 桁行 3間 5.86mを 測る、北側に廂を持つ建物である。

柱穴の規模は、径23～ 31cm、 深さ13～ 35cmを測る。主軸方位はN82° Wである。

SB-33(第 18図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 4.55～4.59m、 桁行 3間5,86～6.56mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径26～43cm、 深さ18～ 48cmを測る。主軸方位はN23° Eである。

SB-34(第 18図 )

調査区の南部やや東側にある、梁行 2間3.38～3.75m、 桁行 3間6.04～6.12mを 測る建物である。

柱穴の規模は、径22～ 29cm、 深さ18～ 31cmを測る。主軸方位はN82° Wである。

SB-35(第 18図 )

調査区の南部東側にある、梁行 1間 2.95～3.20m、 桁行 3間5.26～ 5。36mを沢1る 建物である。柱穴

の規模は、径22～28cm、 深さ16～ 47cmを測る。主軸方位はN78° Wである。

SB-36(第 19図 )

調査区の南部西側にある、梁行 2間 3.50m、 桁行 3間4.80mを 測る建物である。柱穴の規模は、

径24～ 37cm、 深さは18～ 52cmを測る。主軸方位はN14° Eである。

SB-37(第 19図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間3.78～3.87m、 桁行 3間6.62～6.64mを 測る北・南・東 3面に

廂を持つ建物である。柱穴の規模は、径23～ 61cm、 25～73cmを測る。主軸方位はN81° Wである。

SB-38(第 19図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.70m、 桁行 3間5.04mを 測る建物である。柱穴の規模は、

径23～ 45cm、 深さ17～ 51cmを測る。主軸方位はN83° Wである。

SB-39(第 20図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.44～4.04m、 桁行 3間 5。72～6.06mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径30～ 38cm、 深さ21～57cmを測る。主軸方位はN6° Eである。

SB-40(第 20図 )

調査区の南部中央にある、梁行 1間 3.10～3.14m、 桁行 4間7.34～7.40mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径31～49cm、 深さ47～70cmを測る。主軸方位はN86° Wである。
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SB-41(第 20図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 4.64～4.76m、 桁行 3間 5。99～6.10mの 建物である。柱穴の規

模は、径25～ 39cm、 深さ19～ 47cmを測る。主軸方位はN9° Eである。

SB-42(第 20図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.51～3.81m、 桁行 3間6.03～6.35mの 建物である。柱穴の規

模は、径27～ 53cm、 深さは19～ 42cmを測る。主軸方位はN89° Wである。
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SB-43(第 21図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間4.34～4.67m、 桁行 3間 6.34～6.61mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径20～43cm、 深さは23～43cmを測る。主軸方位はN13° Eである。

SB-44(第 21図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.03～3.24m、 桁行 3間 587～6.30mを 測る建物である。柱穴
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の規模は、径24～ 53cm、 深さは21～41cmを測る。主軸方位はN83° Wである。

SB-45(第 21図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間3.20～3.24m、 桁行 3間 5.36～5.50mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径26～ 37cm、 深さは20～47cmを測る。主軸方位はN85° Wである。

SB-46(第 21図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.83～3.87m、 桁行 3間 5.65～6.02mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径23～41cm、 深さは20～50cmを測る。主軸方位はN88° Wである。

SB-47(第 21図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.48～3.65m、 桁行 3間4.74～ 5.20mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径25～ 45cm、 深さは30～49cmを測る。主軸方位はN82° Wである。

SB-48(第 22図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.81～3.85m、 桁行 3間 6.10～ 6.12mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径33～ 62cm、 深さは29～52cmを測る。主軸方位はN83° Wである。

SB-49(第 22図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間3.63～3.74m、 桁行 3間5.85～6.13mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径26～ 45cm、 深さは27～67cmを測る。主軸方位はN81° Wである。

SB-50(第 22図 )

調査区の南部中央にある、梁行 l間 1.90～ 1.96m、 桁行 3間6.63mを 測る建物である。柱穴の規

模は、径22～ 57cm、 深さは21～35cmを測る。主軸方位はN84° Wである。

SB-51(第 22図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.41～3.58m、 桁行 3間5.52～5.58mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径24～60cm、 深さは29～52cmを測る。主軸方位はN81° Wである。

SB-52(第 22図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 4,02～4.07m、 桁行 3間 5。95～6.56mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径29～ 45cm、 深さは21～57cmを測る。主軸方位はN85° Wである。

SB-53(第 23図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.63～4.02m、 桁行 3間 6.58～6.60mを 測る建物である。柱穴

の規模は、23～ 78cm、 深さは35～77cmを測る。主軸方位はN82° Wである。

SB-54(第 23図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.74～ 3.88m、 桁行 3間6.18～6.38mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径27～ 35cm、 深さは15～ 51cmを測る。主軸方位はN7° Eである。

SB-55(第 23図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間4.05～ 4.46m、 桁行 3間 7.40～7.42mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径23～ 57cm、 深さは13～ 59cmを測る。主軸方位はN83° Wである。
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SB-56(第 23図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間 3.93～4.03m、 桁行 3間 6.78～ 7.07mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径23～ 45cm、 深さは19～ 49cmを測る。主軸方位はN81° Wである。

SB-57(第 24図 )

調査区の南部中央にある、梁行 2間4.03～4.30m、 桁行 3間 5,75～5,82mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径31～ 56cm、 深さは17～ 58cmを測る。主軸方位はN79° Wである。

SB-58(第 24図 )

調査区の南部東側にある、梁行 2間4.29～4,39m、 桁行 3間 7.05～7.46mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径26～ 51cm、 深さは13～ 58cmを測る。主軸方位はN87° Wである。

SB-59(第 24図 )

調査区の南部東側にある、梁行 2間 4.80～4.93m、 桁行 4間7.35～ 7.49mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径25～ 54cm、 深さは23～58cmを測る。主軸方位はN4° Wである。

SB-60(第 24図 )

調査区の南部東側にある、梁行 2間 2.98～3.00m、 桁行 3間 4.92～ 4.94mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径24～ 51cm、 深さは16～ 47cmを測る。主軸方位はN83° Wである。

SB-61(第 24図 )

調査区の南部東側にある、梁行 2間2.62～2.73m、 桁行 2間3.33～3.49mを 測る建物である。柱穴

の規模は、径21～ 45cm、 深さは19～ 49cmを測る。主軸方位はN77° Wである。

SK-01

調査区の西部中央、西壁際で検出された円形を呈する土坑である。規模は、径0.98m、 検出面か

ら床面までの深さは18cmを 測る。遺物は土師器の皿の底部が出土 した。

SK-02

SK― Olの東3.3mで検出された円形を呈する土坑である。規模は、径0.97m、 検出面から床面ま

での深さは15cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-03

SK-02の 南東0.4mで検出された SK-04を 切っている、円形を呈する土坑である。規模は、

径1.02m、 検出面から床面までの深さは16cmを 測る。遺物は土師器片が出土 した。

SK-04

SK-03の 南に検出された、 SK-03に 切 られている土坑である。詳細は不明であるが、現存

で、径0,81m、 検出面から床面までの深さは18cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-05

調査区の西部中央やや北側の西壁際で検出された、西壁に入っている土坑である。詳細は不明で

あるが、検出面から床面までの深さは14cmを 測る。遺物は土師器片、陶磁器片が出土 した。
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SK-06

SK-05の 東隣に検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径 1.09m、 短径0.82m、

検出面から床面までの深さは16cmを 測る。遺物は土師器片、黒色土器片が出土 した。

SK-07

SK-06の東隣に検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0,8m、 短径0。 7m、 検

出面から床面までの深さは19cmを 測る。遺物は土師器片が出土 した。

SK-08

SK-07の 東隣に検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0。 91m、 短径0,82m、

検出面から床面までの深さは20cmを測る。遺物は石鏃未製品と石包丁が出土 した。

SK-10(第 25図 )

調査区の西部中央やや北よりで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0,95m、

短径0,90m、 検出面から床面までの深さは12cmを 測る。遺物は出上していない。

SK-13

SK-11の東へ約 2mで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径 1.03m、 短径

0.95m、 検出面から床面までの深さは13cmを 測る。遺物は土師器片が出土 した。

SK-14(第 25図 )

SK-10か ら3.5m東で検出された、円形を呈する土坑である。規模は、長径0。98m、 短径0.90m、

検出面から床面までの深さは22cmを測る。遺物は出土 していない。

SK-15

SK-14の北東 lmで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0.9m、 短径0.68m、

検出面から床面までの深さは16cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-16

SK-15の南で検出された、 SK-17と 切 りあつている、精円形を呈する土坑である。詳細は不

明であるが、現存で、検出面から床面までの深さは19cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-17

SK-15の南で検出された、 SK-16と 切 りあつている、楕円形を呈する土坑である。詳細は不

明であるが、現存で、検出面から床面までの深さは15cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-18(第 25図 )

SK-14か ら4.5m南で検出された、精円形を呈する土坑である。規模は、長径 1,02m、 短径0.90

m、 検出面から床面までの深さは10cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-19

調査区の北部中央やや西よりで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径2.04m、

短径0.78m、 検出面から床面までの深さは45cmを測る。遺物は出上 していない。

SK-20
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SK-19の南で検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径2.lm、 短径0,96m、 検出

面から床面までの深さは57cmを測る。遺物は土師器片が出上 した。

SK-23

調査区の中央部やや西側で検出された、 SK-24と 切 りあっている土坑である。現存で、径0。74

m、 検出面から床面までの深さは17cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-25(第 25図 )

SK-14か ら2,7m南で検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径 1,00m、 短径0.92

m、 検出面から床面までの深さは22cmを測る。遺物は出土 していない。

SK-23(第 25図 )

SK-25か ら南東 lmで検出された、 SK-291こ 南側を切 られているため詳細は不明であるが、

現存で、東西長0.80m、 検出面から床面までの深さは 4 cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-29(第 25図 )

SK-28に北接する土坑で、方形を呈する土坑である。規模は、0.74× 0,78m、 検出面から床面

までの深さは24cmを測る。遺物は出上 していない。

SK-30

SK-29の南0.4mで検出された円形を呈する土坑である。規模は、径0。94m、 検出面から床面ま

での深さは18cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-31(第 25図 )

SK-30の西0.2mで検出された、不整形を呈する土坑である。規模は、径0。 90m、 検出面から床

面までの深さは18cmを 測る。遺物は出上 していない。

SK-32

SK-30の南0.2mで検出された SK-33と 切 りあっている土坑である。現存で、東西長0。 94m、

検出面から床面までの深さは20cmを測る。遺物は出上 していない。

SK-33

SK-32の南で検出された、 SK-32と 切 りあっている土坑である。現存で、東西長0,97m、 検

出面から床面までの深さは20cmを測る。遺物は出上 していない。

SK-34(第 25図 )

SK-31か らlm南東で検出された土坑で、 SK-35と 切 り合っているため詳細は不明である

が、現存で南北長0.78m、 検出面から床面までの深さは16cmを 測る。遺物は土師器片が出土 した。

SK-35(第 25図 )

SK-34と 切 り合っている土坑で、現存で南北長1.18m、 検出面から床面までの深さは16cmを 測

る。遺物は出土 していない。

SK-36(第 25図 )

SK-35か ら2.5m南西で検出された、円形を呈する土坑である。規模は、径 1.04m、 検出面から
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床面までの深さは20cmを測る。遺物は土師器の甕の口縁部、須恵器の甕の破片が出上 した。

SK-37

SK-35の南西0.3mで検出された楕円形を呈する土坑である。規模は、長径 1.62m、 短径0.92m、

検出面から床面までの深さは18cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-42(第 26図 )

SK-10か ら2m東で検出された、精円形を呈する土坑である。規模は、長径 0。 75m、 短径0.69

m、 検出面から床面までの深さは19cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-45(第 26図 )

SK-36か ら2.7m西で検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0。78m、 短径0.74

m、 検出面から床面までの深さは28cmを測る。遺物は土師質土器の皿が 2点出上 し、時期は14世紀

と思われる。

SK-47

調査区の北部中央、 SK-46の南 4mで検出された、方形を呈する土坑である。規模は、1.23×

0.68m、 検出面から床面までの深さは15cmを 測る。遺物は出上 していない。

SK-48

調査区の北部東側、 SK-47の東5.2mで検出された、不整形を呈する土坑である。規模は、長

径 1.2m、 短径 1.17m、 検出面から床面までの深さは18cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-51

調査区の中央部東側、 SK-49の南10mで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長

径0,79m、 短径0.61m、 検出面から床面までの深さは12cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-52(第 26図 )

調査区の東部中央やや北よりで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0.82m、

短径0,78m、 検出面から床面までの深さは20cmを測る。遺物は出土 していない。

SK-53(第 26図 )

SK-52に 南接する、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径 1,14m、 短径0.88m、 検出面か

ら床面までの深さは26cmを測る。遺物は出上 していない。

SK-57

調査区の東部中央、 SK-58と 切 りあつている土坑である。現存で、径0.91m、 検出面から床面

までの深さは15cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-58

調査区の東部中央、 SK-58と 切 りあつている土坑である。現存で、径0.82m、 検出面から床面

までの深さは15cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-59

SK-58に南接 し、 SK-60と 切 りあつている土坑である。現存で、径0。92m、 検出面から床面
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までの深さは18cmを 測る。遺物は縄文土器片、土師器片、黒色土器片、陶磁器片が出上 した。

SK-60

SK-59と 切 りあつている土坑である。現存で、径0.89m、 検出面から床面までの深さは18cmを

測る。遺物は出土 していない。              '

SK-67

調査区の南部西壁際で検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0.89m、 短径0.81

m、 検出面から床面までの深さは16cmを 測る。遺物は出上 していない。

SK-68

調査区の南部西壁際で検出された、円形を呈する土坑である。規模は、径0.63m、 検出面から床

面までの深さは13cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-72

調査区の南部西壁際、 SK-68の南西 lmで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、

長径0。 78m、 短径0.62m、 検出面から床面までの深さは14cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-74

調査区の南部西側で検出された、精円形を呈する土坑である。規模は、長径0,82m、 短径0.61m、

検出面から床面までの深さは17cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-83

調査区の南西隅、 SK-82の東0.5mで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径

1.13m、 短径0。 98m、 検出面から床面までの深さは20cmを測る。遺物は出上 していない。

SK-87

調査区の南西隅で検出された、精円形を呈する土坑である。規模は、長径1.23m、 短径1.02m、

検出面から床面までの深さは16cmを 測る。遺物は土師器片、黒色土器片が出土 した。

SK-89

調査区の南西隅、 SK-87の 西接する形で検出された、円形を呈する土坑である。規模は、径

0。97m、 検出面から床面までの深さは15cmを 測る。遺物は出上 していない。

SK-107

調査区の南部中央、 SK-74の東1.3mで検出された、精円形を呈する土坑である。規模は、長

径0.76m、 短径0.57m、 検出面から床面までの深さは16cmを 測る。遺物は出土していない。

SK-108(第26図 )

調査区の南部中央やや西より、 SK-107の東2.5mで検出された、方形を呈する土坑である。規

模は、0。80× 1.10m、 検出面から床面までの深さは14cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-113

調査区の南部中央、 SK-108の 北東 6mで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、

長径0,72m、 短径0.51m、 検出面から床面までの深さは14cmを 測る。遺物は出土 していない。
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SK-117(第27図 )

SK-116の南接する、不整形を呈する土坑である。規模は、0.87× 1.26m、 検出面から床面まで

の深さは29cmを測る。遺物は縄文土器片と青磁の碗・台石が出上 した。

SK-125

調査区の南部東側で検出された、円形を呈する土坑である。規模は、径0.72m、 検出面から床面

までの深さは17cmを 測る。遺物は出上 していない。

SK-126

調査区の南部東側、 SK-125の東1.5mで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長

SK 42
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-24&00m

黒褐色粗砂質土

暗灰褐色粗砂質土

24750m ――……………

0          1m

247.50m

SK-108

0            2m

SK-53

24750m

24650m―――==＼ _ゝ_…………ンだ=ユ
~~

遺構実測図

―- 80 -―

第26図  SK-42・ 45・ 52・ 53・ 108



SK… 117

Ｅ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

1.黒色粗北質土
2.黒色+褐色粗砂買土
3i黒色組砂質土

Ｃ
軍
〇
〇
一〇
寸
Ｎ

SK-127

|

1,暗褐色組粘質土
21黒褐色組粘質土
&晴褐色糧粘質土

927図  sK-117・ 127 遺構実測図

-81-



Ｅ

ｏ
ｏ

ｏ
ヾ
∞

径0.68m、 短径0.63m、 検出面から床面までの深さは15cmを 測る。遺物は出上していない。

SK-127(第 27図 )

SK-126の南 7mで検出された隅丸長方形を呈する土娠墓である。規模は、0.94× 2.28m、 検出

面から床面までの深さは34cmを測る。遺物は土媛墓の北側、西壁より26cmの ところに流れ込みの石

鍋が床面より26cm浮いた状態で出土しており、その東側に、鉄製の紡錘車と刀子が重なって床面よ

り16cm浮いた状態であり、さらにその東側に、鉄製の小杯 (片 口)と 白磁の底面を上にした小皿、

その直下に青白磁の合子が床面より5 cm浮いた状態で出上した。中央付近には土師質土器の皿が出

土した。土層断面では確認できなかったが、遺物が床面より浮いた状態で出土していることから、

木棺墓であった可能性も考えられる。白磁の小皿の年代から時期は12～ 13世紀と思われる。

SK-131

調査区の東部中央南側で検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径1.2m、 短径0.82

m、 検出面から床面までの深さは17cmを 測る。遺物は土師質土器の硯と青磁の碗が出土した。

SK-134

SK-133の南西 5mで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径1.25m、 短径0。98

m、 検出面から床面までの深さは18cmを 測る。遺物は出土していない。

SK-136

SK-134の 北0.3mで検出された、 SK-137を 切っている円形を呈する土坑である。規模は、
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径1.25m、 検出面から床面までの深さは16cmを測る。遺物は、土師器の奏の口縁部片 と青白磁の合

子が出上 した。時期は12～ 13世紀 と思われる。

SK-137

SK-136と 東接 し、切 られている土坑である。現存で、径 1.02m、 検出面から床面までの深さ

は14cmを 測る。遺物は出上 していない。

SK-140

SK-134の 西0,3mで検出された、円形を呈する土坑である。規模は、径 1.13m、 検出面か ら床

面までの深さは15cmを測る。遺物は土師器片、瓦質土器片が出土した。

SK-141

SK-140の南2.4mで検出された、方形を呈する土坑である。規模は、1.04× 1.18m、 検 出面か

ら床面までの深さは18cmを 測る。遺物は出土 していない。

SK-143

SK-142の南 lmで検出された、円形を呈する土坑である。規模は、径0.96m、 検出面か ら床

面までの深さは19cmを測る。遺物は出土 していない。

SK-145

SK-143の 南東 4mで検出された、楕円形を呈する土坑である。規模は、長径0,76m、 短径0.57

m、 検出面から床面までの深さは23cmを測る。遺物は出土 していない。

SK-148(第 28図 )

調査区の南壁際、東壁から14.5mの ところで検出された隅丸長方形を呈する土壊墓である。規模

は、0.58× 1.57m、 検出面から床面までの深さは17cmを測る。遺物は、土娠墓の北側西壁際に小刀、

主軸から西へ 10cm、 南壁から30cmの ところに刀子が床面 より浮いた状態で出上した。

SK-149(第 28図 )

調査区の南部西側、 SK-90の東接する、不整形を呈する土坑である。規模は、径 1.10m、 検出

面から床面までの深さは14cmを 測る。遺物は、土師器の坑 と須恵器の甕の底部が出上 し、時期は12

世紀 と思われる。

SK-152(第 30図 )

調査区の中央部西狽1で検出された土坑で、規模は、3.54× 3.06mで検出面から床面までの深 さ48

cmを 測 り、不整形を呈する。検出時、礫は掘 り込みの肩よりも狭い中央の約 2mの範囲にしかみら

れなかったが、掘 り込んでいくうちに全体に広が り、径 2～40cm大の多量の礫が混入されていた。

礫の密度は、底面より20～30cmの 間が高い。遺物は須恵器の郭が 1点出土 した。

SD-01

調査区の北部西狽1で検出された、北西から南東へのびる溝状遺構で、現存で、長さ約8.5m、 幅

04～ 0.5m、 深さ20～40cmを測る。遺物は出上 していない。
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SD-02

調査区の中央やや西よりで検出された、南北にのびる溝状遺構で、現存で、長さ約 5m、 幅0.5

～0.6m、 深さ24～35cmを測る。遺物は出土 していない。

SD-03

調査区の中央やや東側で検出された、南北にのびる溝状遺構で、現存で、長さ約 8m、
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0.8m、 深さ10～ 15cmを 測る。遺物は土師器の郭が出土 している。

SD-04

SD-03の 2.7m東で検出された、南北にのびる溝状遺構で、現存で、

深さ10～ 19cmを 測る。遺物は出土 していない。

SD-05

SD-04の 1.6m東 で検出された、南北にのびる溝状遺構で、現存で、

324

325

0                 10cm

324:Ⅳ 層.327:613

長さ約 8m、 幅0.4～ 0.8m、
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深さ10～ 15cmを 測る。遺物は土師器片が出土 した。

SD-06

電 が 頭 72

364:SK-127,365:148ユ

SD-05の 1.3m東 で検出された、南北にのびる溝状遺構で、現存で、長さ約 6m、 幅0.6～ 0.9m、

深さ13～ 20cmを測る。遺物は出上 していない。

SD-07

SD-06の 1.2m北東で検出された、南北にのびる溝状遺構で、現存で、長さ約 8m、 幅0.3～ 0.6

m、 深さ15～ 20cmを測る。遺物は土師器片が出土 した。

SD-08

調査区の東部中央やや南側で検出された、東西にのびる溝状遺構で、現存で、長さ約10m、 幅0.8

～0,9m、 深さ15～ 20cmを測る。遺物は弥生土器片が出上 した。

SD-09

調査区の南部中央で検出された、南北にのびる溝状遺構で、現存で、長さ約20m、 幅0.5～ 0,7m、

深さ20～37cmを測る。遺物は出土 していない。

近世～近代

SK-150(第 29図 )

調査区の北部中央やや東よりで検出された、方形を呈する土坑である。規模は、1.23m× 1.57m、

検出面から床面までの深さは36cmを 測る。長さ10～ 20cm大の礫を積んで、四方の壁を作っている

肩
蝋
哄拗
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が、内部にも礫がいくつか入っており、これは壁の部分の礫が落ち込んだものと思われる。礫は被

熱した形跡が見られないことから、火葬墓である可能性は低い。内部から遺物などは出土 しなかっ

た。

SR-01

調査区の西部北側で検出された、東西にのびる道路状遺構である。現存で、長さ16.7m、 幅2.35

～4.4mを 測る。側溝は検出されていないが、楕円形を呈する深さ10～ 30cmの 上坑が連続 して並ぶ

ことから道路状遺構 と判断した。遺物は出土 していない。終戦後 (短期間)に瓦を焼いて運んだ道

があったらしく、当時の道路と推定される。
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鉢・蓋が出土している。土師質土器と黒色土器は、坑 。皿、瓦質土器は、婉・皿・福鉢が 3点出土

している。布痕土器や土錘、紡錘車も出上している。中世の国産陶器は、甕や鉢のほか、備前焼の

悟鉢、常滑焼のコネ鉢が出上し、輸入陶磁器は青磁の碗・天目茶碗、青白磁の合子、白磁の碗・皿・

口禿皿・瓶、青花の鉢が出上し、石器は、打製石鏃・磨製石鏃、石匙・石匙未製品、砥石、磨石、

石鍋・石鍋片加工品・石鍋片加工未製品、温石、手鎌と思われるものの未製品、石核が出上した。
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第 5節 Ⅱ区～Ⅲ区の調査

423:SK■ 17 424iSA 04

調査は重機でⅢb層 まで除去し、Ⅱ区の南半分は遺物が多量に出土することから、Ⅲb・ c層 を

手掘 りで掘 り下げた。遺構検出はⅢ c層上面とⅣ a層上面で行った。その結果、Ⅲ c層上面では、

Ⅱ・Ⅲ区合計で、竪穴状遺構 4基、掘立柱建物40棟、土坑・土壊墓92基、溝状遺構 2条、多数の柱

穴を検出した。Ⅳ a層上面では、竪穴住居23基 を検出した。Ⅱ区の東壁中央やや北側では、竪穴住

居が東壁にかかって検出されたため、その部分を東へ拡張した。

弥生時代

Ⅳ層上面で遺構検出を行った結果、Ⅱ区の中央部北側で間仕切 り住居が 3基検出された。その他

の遺構は検出されなかった。

SA-17(第52・ 55図 )

Ⅱ区の中央部北側で検出された、方形を基調とする間仕切 り住居で、 SA-18・ 32と 切 り合って

いる。規模は、6.68× 6,71m、 検出面から床面までの深さは14cmを 測る。柱穴は、 4個で、径20～

33cm、 深さ39～62cmを測る。また、貼床が施されており、厚さは6～ 10cmを 測る。

遺物は壼の肩部片 1点のみである。

SA-18(第53図 )

Ⅱ区の中央部北側やや東よりで検出された、SA-17・ 19。 32と 切 り合っている、現存で5。 21×

7.05mの 方形を基調とする間仕切り住居である。検出面から床面までの深さは8～ 1lcmを 測る。柱

穴は、 3個で、径21～ 27cm、 深さ27～45cmを測る。炉跡や貼床などは検出されなかった。遺物は出

上していない。

SA-21(第54・ 55図 )
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Ⅱ区の中央部西側で検出された、間仕切 り住居である。住居の中央部分をSA-201こ よつて切ら

れているため、突出部分だけが現存 している状態で、6.12× 7.84mの 不整形を呈しており、詳細は

不明である。

遺物は、土師器の丹塗りの高郭の破片が 1点出上しただけである。
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第54図 SA-21 遺構実測図

建炒境25繁
古墳時代

Ⅳ層上面で遺構検出を行った結果、Ⅱ区で竪穴住居が18

基、Ⅲ区で2基検出された。

牲
一 一 一 一

十
一 一 一

二
Щ

Cm  sA-08(第
56・ 59図 )

セ5:SA‐17,426:SA 21  Ⅱ区の北部西側で検出された、方形を呈する住居である。

第55図  SA 出土遺物実測図   規模は、1.91× 3.01m、 検出面から床面までの深 さは15cmを

測る。柱穴は 3個で、径18～ 23cm、 深さ19～ 38cmを測る。住居中央は、1.01× 2.31mの 不整形を呈

する、深さ3～ 8 cmの掘 り込みがあるが、焼土や炭化物は検出されなかった。貼床 も検出されな

かった。

遺物は、弥生土器の甕の底部、土師器の甕の口縁部・壺の胴部・高杯の口縁部や脚部などの上器

-111-



片が出土 してお り、壷は丹塗 りのものも1点出土 している。石器は、溶結安山岩製の台石が出土 し

ている。

SA-10(第 57・ 60・ 61・ 62図 )

Ⅱ区の中央部西側で検出された、方形を呈する住居である。規模は、3.98× 5。41m、 検出面から

床面までの深さは48cmを測る。柱穴は3個で、径20～ 29cm、 深さ12～ 27cmを測る。住居の北壁側に

は、ほぼ中心から東側に長さ1.8m、 幅121cm、 床面からの高さ30～35cmを測る略台形を呈するベッ

ド状遺構 と、中心から西側に幅29～48cmで 北東隅までのび、そこから西壁に沿って1.6m、 床面か

らの高さ24～33cmを測るL字 を呈するベッド状遺構がみられる。住居の中央に南北に通 した上層断

面用のベル トで、中央から南側に床直上で長さ90cm、 厚さ4 cmの 炭化物を含む暗掲色土が確認され

た。焼土は検出されなかったが、おそらく炉跡であると思われる。貼床は検出されなかった。

遺物の出土量は多 く、弥生土器の甕の口縁部と底部、土師器の甕の口縁部と底部・壷の口縁部 。

高杯の口縁部と脚部・郭の口縁部 。鉢の口縁部、須恵器の蓋杯の口縁部・高郭の口縁部などの上器

片が出上 した。また、丹塗 りの壼 。高郭・鉢 もみられる。石器は、打製石鏃・敲き石・砥石 。台石

が出土 した。

SA-11(第 58。 62図 )

Ⅱ区の中央部やや西よりで検出された、方形を呈する住居である。規模は、3.25× 4.27m、 検出

面から床面までの深さは13cmを 測る。柱穴は2個で、径15～ 37cm、 深さ16～ 30cmを測る。貼床や炉

跡は検出されなかった。遺物は、土師器の甕の刻 目突帯部の上器片 1点のみである。
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第56図  SA-08 遺構実測図
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SA-12(第 63・ 64・ 65図 )

I区の中央部南側で検出された、方形を呈する住居である。規模は、5。71× 6.43m、 検出面から

床面までの深さは31cmを 測る。柱穴は4個で、径26～ 43cm、 深さ39～43cmを測る。貼床や炉跡は検

出されなかった。

遺物の出土量は多 く、土師器の甕の口縁部や底部・壷の口縁部・高杯の口縁部や脚部・鉢の口縁

部、須恵器の高郭の脚部などの土器片が出上した。土師器は丹塗 りの壺や高杯も出土した。また、

246.50m
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第57図  SA-10 遺構実測図
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鉄鏃の茎部も1点出土した。

SA-13(第66・ 68図 )

Ⅱ区の南部西側で検出された、方形を呈する住居である。規模は、2.79× 3.91m、 検出面から床

面までの深さは30cmを測る。柱穴は4個で、径19～ 39cm、 深さ7～ 19cmを 測る。住居の北・南側に

はベッド状遺構が見られ、北側は、北東隅から長さ1.55m、 幅20～ 33cm、 床面からの高さ8～ 18cm

を測 り、南狽↓は、南東隅から長さ2.44m、 幅 2～ 38cm、 床面からの高さ1lcmを 測る。住居の中央や

や南西よりに、長径79cm、 短径72cm、 深さ1lcmの楕円形を呈する掘 り込みが検出され、焼土は確認

されなかったが、黒色の炭化物が確認されたことから、この掘 り込みは炉跡であると思われる。

遺物は少なく、弥生土器の甕の口縁部と底部、土師器の高郭の口縁部と脚部・鉢・台付鉢などの

土器片が出土した。鉢は完形品が出土しており、口径12.6cm、 器高4.7cmを 測る。

SA-15(第 67・ 68図 )

Ⅱ区の南部中央やや西側で検出された、方形を呈する住居である。規模は、3.15× 3.55m、 検出

面から床面までの深さは31cmを測る。柱穴は3個で、径20～ 31cm、 深さ30～41cmを 測る。住居中央

部からやや北西の部分で炭化 した木材が床直で検出されたが、掘 り込みなどは検出されなかった。

| |

246.00m

1.暗黄褐色細粘質土
2.黄褐色十淡褐色細砂質土
3.暗褐色粗砂質土

第58図  SA― ■ 遺構実測図
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貼床は検出されなかった。

遺物は少なく、弥生土器の甕の口縁部・壷の胴部、土師器の甕の口縁部・壺の顎部・高郭の杯都

と脚部・婉の底部などの上器片が出土 した。また、丹塗 りの壷・高杯や角杯状土器の底部が出土 し

た。石器は、溶結安山岩製の磨石と敲 き石が出上 した。

SA-16(第 69・ 70。 71図 )

Ⅱ区の南部中央で検出された、方形を呈する住居である。規模は、4.95× 5.09m、 検出面から床

面までの深さは39～43cmを測る。柱穴は3個で、径19～ 40cm、 深さ8～ 25cmを測る。貼床が施され

てお り、厚さは5～ 12cmを 測る。住居の中央部には、長径79cm、 短径71cm、 深さ9 cmを 測る、楕円

形を呈する掘 り込みが検出された。焼土は確認されなかったが、埋土は炭化物を含んだ黒褐色土で

あることから、この掘 り込みは炉跡と思われる。

遺物の出土量は多 く、弥生土器の甕の口縁部・壺の胴部、土師器の奏の口縁部と胴部と底部 。壷

428

0               10cIB
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え37＼ 腸

ヽ 佃

第59図  SA-08 出土遺物実測図

-115-



４
４

９

Ｉ Ｆ ① ｌ

10
cm

第
60
図
 S
A-
10
 

出
土

遺
物

実
測

図
(1
)

“

1～
44
3・

44
5・

44
7～

45
0i
SA
■

0.
44
4・

“

6:
SA
■
0ベ

ル
ト
内



451

勝

″

４

死 ／
４６０

10cm

第61図  SA-10 出土遺物実測図 (2)

― ■7-

451～ 453・ 455～468:SA■ 0454:SA■ 0・ ベル ト内



ヽ

__

＼

470

，

／

／

／

480

'tt↓

|ノK
476

||

|キ

|_l

0               10cm

469´ W487:SA‐10.488:SA ll

延  勝 488

斜
483

~1486      _」

口

「 "吃

87

第62図  SA-10。 11 出土遺物実測図

の口縁部と顕部と胴部と底部・高必の口縁部と脚部・鉢などの上器片が出上しており、土師器では、

丹塗りの壷や高郭も出上した。石器では、磨製石鏃 1点 と剣型垂飾品と思われるものが出土した。

SA-19(第72・ 73図 )

Ⅱ区の北部東側で検出された、SA-18を切つている、方形を呈する住居である。規模は、2.88

×3.21m、 検出面から床面までの深さは39cmを測る。柱穴は2個で、径31～ 34cm、 深さ28～31cmを

ヽ
484

一- 118-



1.暗褐色粗砂質±   4.褐 色細砂質土
2.淡暗褐色細砂質±   5,褐 色粗砂質土
3.淡暗褐色砂質±   6.暗 褐色細砂質土

第63図  SA-12 遺構実測図

7.暗赤茶褐色細砂質土

α.木の根
0            2m
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測る。貼床は検出されず、住居の中央部には、掘 り込みは検出されなかったが、土層断面用のベル

トで、床直上で炭化物を含んだ黒褐色土が確認されたことから、炉跡があったと思われる。規模

は、東西幅1.15mで 、南北幅は、土坑と柱穴によって切られているため不明である。

遺物は、弥生土器の甕の口縁部、土師器の甕の口縁部 。壺の口縁部・高杯の口縁部と脚部・鉢の

口縁部 。台付鉢の脚部などの土器片が出土しており、土師器の甕の6111よ 住居の中央部やや北東よ

りのところで、床直上で出土したものである。また、丹塗りの高郭や鉢も出上している。石器は、

溶結安山岩製の台石が出土した。

SA-20(第74・ 77・ 78・ 79図 )

工区の中央部東側、SA-21を切る形で検出された、方形を呈する住居である。規模は、3.92×

4.61m、 検出面から床面までの深さは41cmを測る。柱穴は2個で、径21～ 33cm、 深さ21～22cmを測

る。貼床が施されており、厚さ9～ 13cmを 測る。住居の中央では、土層断面で炭化物を含んだ黒褐

色土が貝占床直上に確認された。掘り込みの肩はみられなかったが、炉跡と思われる。規模は、径91

S

４

５

１

２

３

24550m

暗褐色粗粘質土

淡黄褐色粗粘質土
黒褐色細粘質土

遺構実測図

褐色細粘質土

黄褐色粗粘質土

0    1m

―第66図  SA-13
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cmを 測る。

遺物の出土量は多く、弥生土器の甕の口縁部と底部、土師器の甕の口縁部と底部・壷の口縁部と

底部・高郭の口縁部と脚部・鉢の口縁部、須恵器の甕の胴部などの上器片が出土しており、土師器

では丹塗 りの甕・壺・高郭・鉢も出上した。また、鉢の完形品が出土しており、口径5,8cm、 器高

5。 lcmを 測る。石器では、刃器 1点 と溶結安山岩製の台石が出上しており、台石は熱を受けた跡が

みられる。

SA-22(第75。 79図 )

Ⅱ区の中央部東側で検出された、SA-23・ 33と 切 り合っている方形を呈する住居である。規模

は、3.29× 3.61m、 検出面から床面までの深さは26cmを 測る。柱穴は2個で、径22～ 29cm、 深さ31

～41cmを測る。貼床が施されており、厚さ3～ 13cmを 測る。炉跡は検出されなかった。

遺物の出土量は少なく、土師器の甕の口縁部・壺の口縁部と肩部・高郭の脚部などの上器片が出

土しており、丹塗 りの壷がみられる。石器は、剣型垂飾品の未製品と思われるものが 1点出土し

た。

SA-23(第75・ 80図 )

Ⅱ区の中央部東側で検出された、SA-22と 切 り合っている方形を呈する住居である。規模は、形
　
―
―

議

。

●亀

⑭

1.暗灰褐色微細粘質土
2.淡灰褐色細粘質土

第67図  SA-15 遺構実測図
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第68図  SA-13。 15 出土遺物実測図

2.39× 2.54m、 検出面から床面までの深さは19cmを 測る。

cmを測る。貼床と炉跡は検出されなかった。

遺物の出土量は少なく、弥生土器の甕の胴部、土師器の甕の口縁部・壷の口縁部・高郭の口縁

部 。鉢の口縁部や脚部などの上器片が出土しており、丹塗りの壺・高イ・鉢も出上した。石器は、

打製石鏃未製品 1点、磨製石鏃 l点、台石が 1点出土した。

SA-24(第76・ 80。 81図 )

Ⅱ区の中央部南側やや東よりで検出された、方形を呈する住居である。規模は、3.81× 3.91m、

検出面から床面までの深さは30cmを測る。柱穴は6個で、径15～ 36cm、 深さ7～71cmを測る。貼床

は検出されなかったが、住居中央には、長径98cm、 短径61cm、 深さ9 cmを 測る不整形を呈する掘 り

552

535・ 537～543:SA■ 3,536:SA■ 3ベルト内,544～ 545・ 547～
555:SA 15,546・ 556:SA■ 5'ベルト内

柱穴は2個で、径30～ 37cm、 深さ7～53

↓
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込みがあり、埋土は炭化物を含んだ黒褐色上が確認されたため、この掘り込みは炉跡と思われる。

遺物は、弥生土器の奏の胴部、土師器の甕の口縁部と底部・壺の口縁部・高杯の口縁部と脚部な

どの土器片が出土しており、土師器は丹塗 りの壷 。高郭もみられる。また、7141ま帯金具もしくは

Ｅ
ｏ
ゆ
．め
ヽ
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暗褐色細砂質土

暗褐色粗砂質土

暗褐色細砂質土

4.黒褐色細砂質土
5。 黄褐色ブロック十茶褐色細砂質土 (貼床)

α.木の根

0            2m
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第69図  SA-16 遺構実測図
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第71図  SA-16 出土遺物実測図 (2)   584～ 586・ 588～ 590・ 592～5y.596～600・ 602～6餌・606:SA 16,5V・ 594・

595・ 605:SA 16ベ ルト内,601:SA 16・ 中層

馬具と思われる鉄製品で、現存で角に3箇の孔が確認できる。X線写真撮影を行ったところ、孔に

5mmほ ど残っているものは、X線を透過せず黒く残っていたため、この物質は、鉄ではなく、X

線を透過しない別の物質であることが判明したが、物質そのものは不明である。石器は、硬砂岩製

の石斧を転用した刃器未製品 1点 と粘板岩製の剣型模造品と思われるもの 1点、溶結安山岩製の台

石 1点が出上した。
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SA-25(第82・ 88図 )

Ⅱ区の中央部やや南よりで検出された、方形を呈する住居である。規模は、4.18× 4.41m、 検出

面から床面までの深さは8～ 12cmを 測る。柱穴は4個で、径15～ 22cm、 深さ19～ 39cmを測る。貼床

が施されており、厚さ12～ 20cmを測る。住居中央には、径68cm、 深さ16cmの貼床から掘 り込まれた

掘 り込みがあり、埋土は炭化物を含んだ黒褐色上が確認されたため、この堀込みは炉跡と思われ

る。

遺物の出土量は少なく、弥生土器の奏の口縁部と胴部・壷の胴部、須恵器の甕の口縁部などの上

器片と粘板岩製の石包丁、溶結安山岩製の台石が出上した。

SA-26(第83・ 88図 )

Ⅱ区の東部中央やや南側の拡張部で検出された、方形を呈する住居である。規模は、3.23× 4.21

m、 検出面から床面までの深さは18cmを 測る。柱穴は5個で、径14～ 33cm、 深さ5～ 12cmを 測る。

住居の中央部やや南側には、長径73cm、 短径66cm、 深さ4～ 6 cmの掘 り込みがあり、埋土は炭化物

を含む黒褐色上であるため、この掘り込みは炉跡と思われる。また、住居の内部の壁際には、幅12

～34cm、 深さ5～ 10cmの溝が4辺に廻らされている。

1.暗褐色粗砂質土
2.暗褐細砂質土+5cm程の

黄褐色ブロック
3.褐色細砂質土
4.黒褐色細粘質土
α.柱穴
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第72図 SA-19 遺構実測図
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遺物の出土量は少ないが、住居の西壁際で、土師器の甕が、壁にもたれるような形で出土した。

そのほか、土師器の壷の口縁部・高郭の口縁部 。鉢の口縁部などの上器片が出土しており、丹塗り

の壷 。高郭・鉢がみられる。

SA-27(第83図 )

Ⅱ区の南部東側で検出された、中央から西半分が20cmほ ど長い、方形を呈する住居である。規模

は、■57× 1.64m、 検出面から床面までの深さ10cmを 測る。柱穴・炉跡などは検出されなかった。

遺物は出上していない。

SA-28(第 84・ 88図 )

Ⅱ区の南部東側で検出された、隅丸方形を呈する住居である。規模は、2.61× 2,95m、 検出面か

ら床面までの深さは14cmを 測る。柱穴は4個で、径12～ 31cm、 深さ13～ 23cmを測る。貼床や炉跡は

検出されず、遺物は弥生土器の壺の口縁部から顎部にかけての破片が出上したのみである。
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607・ 609～ 611・ 615～619:SA■ 9,608・ 613:SA■ 9_L層 ,612・ 614:SA■ 9~F層
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SA-30(第85・ 88・ 89図 )

Ⅲ区の西部中央、Ⅱ区との境目で検出された、南壁の中央から東へ幅1.43mの部分が40cmほ ど南

へ突出した、方形を呈する住居である。規模は、2.58× 4.34m、 検出面から床面までの深さは20cm

を測る。柱穴は3個で、径20～ 25cm、 深さ13～ 45cmを測る。貼床や炉跡は検出されなかった。

遺物は少なく、弥生土器の甕の口縁部片 2点 と溶結安山岩製の磨石が 1点出土したのみである。

SA-31(第85・ 89図 )

Ш区の南部西側で検出された、方形を呈する住居である。規模は、2.22× 2.68m、 検出面から床

面までの深さは31cmを測る。柱穴は2個で、径25～30cm、 深さ22～35cmを測る。貼床と炉跡は検出

されなかった。
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暗褐色細粘質土
灰褐色細砂質土
灰褐色 +黒色細砂質土 |  ::豪暑:壕験響皇堅

砂質土

7.黒褐色微細粘質土
8.淡褐色微砂質土

第74図  SA-20 遺構実測図

9.黄褐色十淡褐色微砂質土 (貼床) 0            2m
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第77図  SA-20 出土遺物実測図 (1)
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出土遺物実測図 (2)

―- 134 -―



／
６６４

6

662

666

0                10cm
)82

661～ 663・ 665～ 668・ 670～672:SA‐20,664iSA 20ベ ルト内,669,SA-20上 層,

673～681:SA2.682:こ 遇‐誘

遺物の出土量は少なく、土師器の奏の口縁部・丹塗 りの壼の口縁部・丹塗 りの鉢の底部などの土

器片が出上 した。また、コップ型土器 も出土 してお り、復原値であるが、口径7.6cm、 器高9.5cmを

測る。

SA-32(第 86図 )

I区の中央部北側で検出された、 SA-17・ 18を 切つている、方形 を呈する住居である。規模

は、■76× 2.49m、 検出面から床面までの深さは1lcmを測る。柱穴は 6個で、径15～26cm、 深さ15

～38cmを 測る。貼床 と炉跡は検出されなかった。遺物は出上 していない。

SA-33(第 87・ 89図 )
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第79図  SA-20。 22 出土遺物実測図
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第80図  SA-23・ 24 出土遺物実沢1図

Ⅱ区の中央部東側、Ⅲ区との境日付近で検出された、

ある。住居の南西部をSA-22に 切られているため、

4.92m、 検出面から床面までの深さは10～ 12cmを 測る。

を測る。貼床や炉跡は検出されなかった。
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`Vυ                  707
683～692:SA-23,693・ 706:SA‐24・上層,694～ 705。 707:SA 24

南西隅が張り出した不整形を呈する住居で

南北の長さは不明であるが、東西の長さは

柱穴イよ2イ固で、 径23～ 26cm、 深さ35～ 52cm
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第81図  SA-24 出土遺物実測図

遺物は少量で、弥生土器の甕の口縁部と胴部 。壼の頸部、土師器の甕の口縁部・壺の胴部などの

上器片と粘板岩製の石製模造品か垂飾品の未製品と思われるものが 2点出土した。

古代～中世

Ⅲ c層上面で遺構検出を行った。その結果、竪穴住居 5基、掘立柱建物を40棟、土坑・土壊墓92

基、溝状遺構 2条を検出した。

SA-06(第90。 94図 )

Ⅱ区の北部中央やや西よりで検出された、方形を呈する竪穴住居である。規模は3.21× 3.27m、

検出面から床面までの深さは24cmを測る。主柱穴は3個で、径35～46cm、 深さ15～ 39cmを測る。住

居の中央やや西よりには、長径86cm、 短径72cm、 深さ14cmの不整形を呈する掘り込みがあり、土層

断面で焼上が確認され、この掘 り込みは炉跡と思われる。貼床は検出されなかった。

遺物は、土師器の甕の口縁部・琢の底部・高杯の口縁部・婉、須恵器の壺の底部・杯の口縁部・

婉の口縁部、黒色土器の杯・婉などの上器片が出土した。744は土師器のイの底部で、底部外面に

墨書が認められるが、釈文は不明である。

SA-07(第91・ 94・ 95図 )

Ⅱ区の中央部北額1で検出された、方形を呈する竪穴住居である。規模は、2.38× 2.58m、 検出面

から床面までの深さは49cmを 測る。東西にベッド状遺構があり、東側は長さ1.8m、 幅32～35cm、

床面からの高さ16cm、 西側は長さ1.88m、 幅35～49cm、 床面からの高さ14cmを 測る。柱穴は2個で、

径19～ 33cm、 深さ8～ 12cmを 測る。貼床や炉跡は検出されなかった。

遺物は、弥生土器の甕の口縁部、土師器の甕の口縁部・壺の口縁部 。郭の底部・皿の底部、須恵

器の甕の胴部、黒色土器の鉢の底部・壺の底部、布痕土器などの上器片が出土した。763は土師器

10cm
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の杯の完形品で、口径11.5cm、 器高は4.Ocmを 測る。765は皿の口縁部片で、体部外面に墨書が認め

られるが、釈文は不明である。

SA-09(第91。 95。 96図 )

Ⅱ区の北部西側で検出された、楕円形を呈する竪穴住居である。長径2.95m、 短径1.82m、 検出

面から床面までの深さは8 cmを 測る。柱穴は 1個で、径22cm、 深さ57cmを測る。貼床や炉跡は検出

されなかった。
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第82図 SA-25 遺構実測図
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1.暗褐色粗砂質土
2.黒褐色粗砂質土
3.淡暗褐色細砂質土

4.暗褐色細砂質土
5.黄褐色粗砂質土
6.黄色細砂質土

245.50m

SA-27

1.暗褐色細砂質土
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第83図  SA-26・ 27 遺構実測図
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遺物は、弥生土器の壺、土師器の甕の口縁部・郭・灯明皿、須恵器の娩の口縁部などの上器片が

出土した。上師器の郭と灯明皿の完形品が出土しており、郭は、口径 12.lcm、 器高4.2cm、 灯明皿は、

口径8.8cm、 器高3.lcmを 測る。石器は、砂岩製の磨製石斧が出土 した。

SA-14(第 92。 96・ 97・ 98図 )

Ⅱ区の南部西側で検出された、方形を呈する竪穴住居である。規模は、3.53× 3.63m、 検出面か

ら床面までの深さは53～57cmを 測る。柱穴は2個で、径23～ 25cm、 深さ15～ 21cmを測る。住居の】ヒ

壁の中央やや西よりには、長さ55cm、 幅40cmの テラスがみられ、南壁の中央から東側には、長さ82

cm、 幅13cmの ものと、長さ47cm、 幅10cmの テラスがみられる。用途は不明である。また、貼床が施

されており、厚さは4～ 15cmを測る。炉跡は検出されなかった。

遺物は、弥生土器の甕の口縁部、土師器の奏の口縁部と底部・壷の口縁部・高郭の口縁部と脚

部・鉢の口縁部・台付鉢の脚部、須恵器の甕の胴部 。壼の胴部、布痕土器の口縁部などの上器片が

出土してお り、また、丹塗 りの高郭・鉢 もみられる。石器は、磨製石鏃未製品、砂岩製の磨製石

斧、溶結安山岩製の台石が出土した。

SA-29(第93・ 98図 )

Ⅱ区の南部東側で検出された、隅九方形を呈する竪穴住居である。規模は、2.37× 2.39m、 検出

面から床面までの深さは26cmを 測る。柱穴は 1個で、径32cm、 深さ19cmを測る。貼床や炉跡は検出

されなかった。遺物は少なく、土師器の奏の胴部 。甑の把手、布痕土器などの土器片と磨製石斧が

出土したのみである。

暗褐色粗砂質土
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第84図  SA-28 遺構実測図
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1.赤褐色粗砂質土
2.暗褐色細砂質土
3.淡黄褐色細砂質土
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1.暗褐色粗砂質土
2.暗黄褐色粗砂質土
3.暗褐色粗砂質土
4.褐色粗砂質土
5.暗褐色細砂質土
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SB-62(第 99図 )

Ⅱ区の西部北側にある、梁行 2間4.14～4.16m、 桁行 2間 5。36mを 測る、東西に廂を持つ建物で

ある。柱穴の規模は、径15～ 45cm、 深さ15～ 53cmを 測る。主軸方位はN88° Wである。

SB-63(第99図 )

Ⅱ区の西部やや北側にある、梁行4.60～4.62m、 桁行 3間 6.36～ 6.52mを 測る、西に廂を持つ建物

である。柱穴の規模は、径22～41cm、 深さ18～ 40cmを 測る。主軸方位はN87° Wである。

SB-64(第99図 )

Ⅱ区の西壁の中央部やや北寄 りにある建物で、現存で梁行 2間4.32m、 桁行 l間2,90mを測る。

柱穴の規模は、径26～ 34cm、 深さ13～ 55cmを測る。主軸方位はN89° Eである。

SB-65(第 100図 )

I区の北部中央北壁寄りにある、梁行 2間4.32～ 4.51m、 桁行 3間6.25～6.32mを測る建物である。

柱穴の規模は、径22～ 28cm、 深さ4～44cmを測る。主軸方位はN85° Wである。

SB-66(第 100図 )

Ⅱ区の北部中央北壁寄 りにある、梁行 2間3.94～ 4.00m、 桁行 3間5.65～ 5,76mを測る建物である。

柱穴の規模は、径19～29cm、 深さ17～ 31cmを測る。主軸方位はN85° Wである。

SB-67(第 100図 )

Ⅱ区の北部中央にある、梁行 2間4.40～4.43m、 桁行 3間7.16m～7.35mを 測る建物である。柱え

の規模は、径16～ 62cm、 深さ23～59cmを測る。主軸方位はN89° Wである。

SB-68(第 100図 )

Ⅱ区の北部北壁付近にある、梁行 2間 3.26m、 桁行 2間 5.35mを 測る総柱の建物である。柱穴の

Luoo 9レ乙

守

 ヽ||

Ｐ
・
添
�
滸
討
曲
首
Ｓ
爛
件

Ｕ

Ｒ

Ч

日

――

‐
―

ド

祠

Ｈ

封

Ｈ

打

一

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２ｍ

ｒ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

肝

Ｈ

＝

＝

」

|ヽ

o③ 。

O

第86図  SA-32 遺構実測図

―- 142-―



規模は、径30～ 82cm、 深さ20～43cmを測る。主軸方位はN85° Wである。

SB-69(第 101図 )

I区の北部西側にある、梁行 2間 4.09～4.15m、 桁行6.57～6.62mを 測る建物である。柱穴の規模

は、径34～52cm、 深さ35～46cmを測る。主軸方位はN85° Wである。

SB-70(第 102図 )

Ⅲ区の西部北側、Ⅱ区との境目にある、梁行 2間3.49～ 3.59m、 桁行4.62～4.69mを 測る建物であ

る。柱穴の規模は、径29～ 33cm、 深さ35～50cmを測る。主軸方位はN85° Wである。

SB-71(第 102図 )

1.暗褐色細砂質±  2.暗 灰褐色微砂質±  3.黄 褐色細砂質土

0            2m

第87図  SA-33 遺構実測図
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